
発
行
・
編
集

１ 木や花をたいせつにし

美しいまちをつくろう

２ ともに学びあい

心 や か ら だ を き た え よ う

３ 明るい家庭をつくり

若い力を育てよう

４ よく働き

豊かなくらしをともにしよう

５ 協力し助けあい

住みよいまちにしよう
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今号の主な記事
◆介護保険運営委員会委員を募集します…２面 ◆ちょこっと共済…３面 ◆青梅市青少年健全育成団体登録更新手続き…７面

◆青梅市協働事業市民推進委員会の委員を募集します…８面 ◆公募展「ビエンナーレ ＯＭＥ２０１７」入選作品展…１１面

広報おうめ１２月1日号などで、春の訪れを感じられる写真を募集しました。１１人の方から４２

点の作品をご応募いただき、その中から、７人の方の作品を１面と１４面にご紹介します。

フラッグ歓迎セレモニフラッグ歓迎セレモニーー
日時 ２月１８日（土） 午後零時３０分～１時（第５１回青梅マラ

ソン大会開会式前）

会場 総合体育館第１スポーツホール

内容 フラッグ引き継ぎ式、フラッグツアーアンバサダートーク

ショー等

出演 東京２０２０オリンピック・パラリンピックフラッグツアー

アンバサダー 高橋尚子氏

フラッグ展フラッグ展示示
オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグ展示期間中は

数量限定で関連グッズを配布します。

期間 ２月２０日（月）～２４日（金）

時間 午前８時３０分～午後５時１５分

会場 市役所１階エントランスロビー

東東京京２０２２０２００オリンピック・パラリンピックフラッグツアオリンピック・パラリンピックフラッグツアーー
歓迎セレモニー・展示イベン歓迎セレモニー・展示イベントト

フラッグ展示期間に合わせて、青梅市のホストタ

ウンであるドイツを紹介するパネル展を開催すると

ともに、市役所２階喫茶コーナー、７階食堂で特別

メニューを提供しますので、ぜひお越しください。

東京２０２０オリンピック・パラリンピックフラッグツアーは、オリンピックフラッグ・パラリンピ

ックフラッグが、フラッグツアーアンバサダーとともに都内等を巡回するイベントです。

フラッグ歓迎セレモニーでは、フラッグツアーアンバサダーの高橋尚子さんから両フラッグを引

き継ぎます。

問い合わせ 企画政策課

Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｔｏｋｙｏ ２０２０／Ｓｈｕｇｏ ＴＡＫＥＭＩ

「 春 の 喜 び「 春 の 喜 び 」」 笹野正樹さん（東青梅２丁目）の作笹野正樹さん（東青梅２丁目）の作品品



（２）저희 오우메시 홈페이지는 영어, 중국어, 광동어, 한국어, 스페인어로도 볼 수 있습니다.저희 오우메시 홈페이지는 영어, 중국어, 광동어, 한국어, 스페인어로도 볼 수 있습니다.

青梅市政府网页还提供以上语言：英语，普通话，广东话，韩语和西班牙语．青梅市政府网页还提供以上语言：英语，普通话，广东话，韩语和西班牙语．
青梅市政府網頁還提供以上語言：英語，普通話，粵語，韓語和西班牙語．青梅市政府網頁還提供以上語言：英語，普通話，粵語，韓語和西班牙語．

【中国語】
【広東語】
【韓国語】

広報おうめ ２９.２．１５

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
例
議

会
の
概
要
や
市
議
会
議

員
の
紹
介
な
ど
、
市
議

会
の
情
報
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。
本
会
議
の

模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
し
て
お
り
、

平
成

年
青
梅
市
議
会
定

２８

例
会
平
成

年
２
月
定
例
議

２９

会
が
、
２
月

日
（
月
）
の
午

２０

前

時
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

１０
ま
す
。

初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
市
長
施
政
方
針
演

説
、
議
案
審
議
な
ど
で
す
。

原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

詳
細
な
日
程
は
、
２
月
１０

日
発
行
の
「
お
う
め
市
議
会
だ

よ
り
」
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
で
は
、
市
議
会
ホ

平平平

成成

年

２

月

定

例

議

年

２

月

定

例

議

会会

２２９２９

丁
目

対
象
植
物

ウ
メ
、
モ
モ
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
ネ
ク

タ
リ
ン
、
オ
ウ
ト
ウ
な
ど

使
用
薬
剤

ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

※
薬
剤
散
布
に
あ
た
っ
て

は
、
周
辺
の
状
況
に
十
分

注
意
し
て
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他

梅
の
公
園
お
よ

び
中
道
梅
園
で
は
、
２
月

日
（
月
）（
雨
天
等
に

２７よ
る
延
期
の
場
合
は
翌

日
）
に
防
除
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
防
除
作
業
の

当
日
は
、
終
日
園
内
へ
の

立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

梅
の
里
再

生
担
当

市
で
は
、
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ

ル
ス
の
根
絶
と
梅
の
里
の
再

生
に
向
け
て
、
強
化
対
策
地

区
内
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
根

絶
と
梅
の
里
の
早
期
再
生
の

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間

２
月

日
（
月
）

２７

～
３
月

日
（
金
）
予
定

１０

※
詳
細
は
、
自
治
会
回
覧
お

よ
び
各
戸
配
布
の
「
お
知

ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区

梅
郷
全
域
、
和

田
町
全
域
、
柚
木
町
１
丁

目
、
二
俣
尾
１
・
２
丁
目
、

畑
中
３
丁
目
、
日
向
和
田

２
丁
目
の
一
部
お
よ
び
３

ア

ブ

ラ

ム

シ

防

ア

ブ

ラ

ム

シ

防

除除

～

強

化

対

策

地

区

内

で

実

施

し

ま

す

～

強

化

対

策

地

区

内

で

実

施

し

ま

す

～～

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
へへ

後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

問
い
合
わ
せ
・
受
付
時
間

▽
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・

・

（

００３

００４

０５０

か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
☎

・
６
６

０３

３
０
・
２
５
２
５
）・
月
～
金

曜
日

午
前
８
時

分
～
午

３０

後
７
時
、
第
２
土
曜
日

午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除

く
）、
日
曜
日
を
除
く

▽
青
梅
年
金
事
務
所
☎

・
３

３０

４
１
０
・
月
～
金
曜
日

午

前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分
※
週
初
の
開
所
日
は
午
後
７
時

ま
で

※
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
時

過
去
５
年
分
ま
で
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成

年

月
か
ら

年
９
月
ま

２７

１０

３０

で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５

年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
年
金
額
が
増
え
る
場

合
や
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
青
梅
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
の
他
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま

た
、
本
会
議
録
お
よ
び
委
員

会
記
録
に
つ
い
て
も
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒

―
８
７
０
１
青
梅
市

１９８
農
林
課
へ

そ
の
他

詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
農
林
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
政

係

募
集
人
数

青
梅
市
農
業
委

員
会
委
員

人
、
青
梅
市

１４

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
５
人

委
嘱
期
間

平
成

年
７
月

２９

日
～

年
７
月

日

２０

３２

１９

選
考
方
法

書
類
選
考

※
必
要
に
応
じ
て
面
接
あ
り

応
募
方
法

３
月

日
（
消

１４

印
）
ま
で
に
農
林
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

各
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

農
業
に
関
す
る

識
見
を
有
し
、
農
業
委
員

会
の
所
掌
事
務
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

①
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
第
８

条
第
４
項
各
号
に
該
当
し

な
い
方
②
青
梅
市
職
員
で

な
い
方

青
梅
市
農
業
委
員
会
委
員
お
よ

青
梅
市
農
業
委
員
会
委
員
お
よ
びび

青
梅
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま

青
梅
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
すす

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

１０

※
申
し
込
み
人
数
が
５
人
未

満
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

費
用
無
料

そ
の
他

見
学
場
所
に
よ
り
、

写
真
撮
影
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

２
月

日
の
午

１６

前
９
時
か
ら

電
話
で
秘
書

広
報
課
広
報

係
へ

今
回
は
、
市
役
所
を
見
学

し
ま
す
。
普
段
は
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
市
長
室
や
議
場

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月

日
（
木
）

午

２３

前

時
市
役
所
１
階
玄
関

１０
ホ
ー
ル
集
合
～
正
午
市
役

所
７
階
展
望
デ
ッ
キ
解
散

予
定

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

公

共

施

設

見

学

会

参

加

者

募

公

共

施

設

見

学

会

参

加

者

募

集集

前任者連絡先新任者担当区域

櫻田 正☎２２－９３４５本橋 茂千ヶ瀬町６丁目

髙野智子☎２２－０７８６築地夏美師岡町２丁目

２月１日付けで次の地区の民生委員・児童委員が

委嘱されましたのでお知らせします。

問い合わせ 福祉総務課庶務係

新たな民生委員・児童委員新たな民生委員・児童委員がが
決まりまし決まりましたた

３
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

（
平
成

年

月
１
日
ま
で
に

２８

１２

転
入
の
届
け
出
を
し
、

年
３

２９

月
１
日
現
在
満

歳
以
上
の

１８

方
）
の
名
簿
お
よ
び
３
月
３
日

現
在
で
、
新
た
に
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（

年

月
３
日
か
ら

年
３

２８

１２

２９

月
２
日
ま
で
の
間
に
登
録
さ
れ

た
方
）
の
名
簿
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
３
日
（
金
）

～
７
日
（
火
）

縦
覧
時
間

午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
（
市
役
所
６
階
）

※
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）

は
、
市
役
所
１
階
宿
直
室

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

選選選
挙
人
名
簿
・
在
外
選
挙
人
名

挙
人
名
簿
・
在
外
選
挙
人
名
簿簿

縦
覧
で
き
ま

縦
覧
で
き
ま
すす

番
号
お
よ
び
応
募
の
動
機

（

字
以
内
）
を
記
入
し
（
書

４００式
任
意
）、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
高
齢
介
護
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
…
〒

―
８
７
０
１
青

１９８

梅
市
高
齢
介
護
課

▽
持
参
…
午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時
に
直
接
高
齢
介
護
課

窓
口（
市
役
所
１
階
）
へ

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
…
思

・
３
５
０

２２

８
▽
電
子
メ
ー
ル
…
死div1545

@
city.om

e.tokyo.jp

そ
の
他

個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
留
意
し
、
本
募

集
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
▽
応
募
書
類
は
一
切

返
却
し
ま
せ
ん
▽
応
募
に
要

す
る
費
用
は
お
支
払
い
し
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
介
護
課
介

護
保
険
管
理
係

▽
市
の
他
の
付
属
機
関
等
の
委

員
で
な
い
こ
と

募
集
人
数

男
女
各
１
人

委
嘱
期
間

平
成

年
４
月
１

２９

日
～

年
３
月

日

３１

３１

活
動
内
容

介
護
保
険
事
業
計

画
お
よ
び
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
の
円
滑
な
実
施
に
関
す

る
こ
と
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
等
に
関
す
る

こ
と
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
指
定
等
に
つ
い
て
の
審

議
委
員
報
酬

日
額
１
万
１
千
５００

円
選
考
方
法

資
格
審
査
後
に
選

考
、
結
果
は
後
日
通
知

※
記
載
漏
れ
が
あ
る
も
の
は
選

考
か
ら
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

３
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
職
業
、
電
話

市
で
は
、
介
護
保
険
の
運
営

等
に
あ
た
り
必
要
な
事
項
を
調

査
審
議
す
る
た
め
、
被
保
険
者

の
代
表
等

人
以
内
で
構
成
す

１３

る
「
青
梅
市
介
護
保
険
運
営
委

員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
、
市
民
か
ら
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
方

▽
市
内
在
住
で
、
平
成

年
４

２９

月
１
日
現
在
で
青
梅
市
の
介

護
保
険
被
保
険
者
（
満

歳
４０

以
上
）
の
方

▽
運
営
委
員
会
の
会
議
に
出
席

が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
年
４
回
程
度
、
平
日
の
昼
間

に
開
催
し
ま
す
。

▽
地
方
公
務
員
法
第

条
各
号

１６

に
該
当
し
な
い
方

▽
市
議
会
議
員
ま
た
は
市
職
員

で
な
い
こ
と

介介
護護
保
険険
運
営営
委
員員
会
委
員

介
護
保
険
運
営
委
員
会
委
員
をを

募募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

実施期間 ３月１５日（水）まで

※土・日曜日、祝日を除く

受付時間 午前８時３０分～１１時、午後２時～５時

受付場所 市民課（市役所１階）

対象 市に住民登録がある方

必要なもの マイナンバーカード交付申請書・申請用封筒（マイナ

ンバー通知カードに同封のもの、お持ちの方のみ） ▽本人確認書

類（運転免許証等）

※申請用封筒をお持ちでない方は、市で申請用封筒を用意します

が、郵送代は自費となりますので、８２円切手をお持ちください。

問い合わせ 市民課住民記録係

好評につき期間延好評につき期間延長長

マイナンバーカード申請マイナンバーカード申請用用写真を写真を無料で撮影し、無料で撮影し、

申請までお手伝いしま申請までお手伝いしますす



（３）

青梅市ホームページは英語・スペイン語・中国語・韓国語でも閲覧できます。
【英語】
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表３ 共済見舞金

Ｂコース
会費年額

５００円

Ａコース
会費年額
１,０００円

交通災害の程度

（交通災害を受けた日
から１年以内の日数）

等級

１５０万円３００万円
死亡（交通災害を受け
た日から１年以内）

１等級

１００万円２００万円
重度の後遺障害
（交通災害を受けた日
から１年以内）

２等級

１６万円２５万円
入院日数３０日以上の
傷害

３等級

６万円９万円

入院日数１０日以上３０
日未満または実治療
日数３０日以上の傷害

４等級

３万円５万円
実治療日数１０日以上
３０日未満の傷害

５等級

２万円３万円
実治療日数１０日未満
の傷害

６等級

表１ 受付場所・時間〈３月１日（水）から〉
午前９時～午後３時

※東京厚生信用組合は４時、
りそな銀行は５時まで

市内の金融機関
（ゆうちょ銀行を除く）

午前８時３０分～
午後５時１５分

市役所３階

市民安全課窓口

午前９時～午後４時３０分
市役所１階

正面入口（西側）ロビー

午前９時～午後４時３０分
梅郷・沢井・小曾木・成木

の各出張所

市内金融機関…りそな銀行、東京都民銀行、みずほ銀

行、青梅信用金庫、西武信用金庫、飯能信用金庫、東

京厚生信用組合、西東京農業協同組合の市内本・支店

表２ 日曜受付〈午前９時～午後３時〉

会場（市民センター）受付日

青梅、大門、河辺３月５日（日）

長淵、東青梅、新町、今井３月１２日（日）

※市民会館では受付をしません。ご注意ください。

会
費

Ａ
コ
ー
ス
年
額
１
千

円
、
Ｂ
コ
ー
ス
年
額

円
５００

★
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、

自
転
車
の
単
独
事
故
等
で

も
、
す
ぐ
に
警
察
署
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
見
舞

金
請
求
に
は
、
交
通
事
故

証
明
書
（
人
身
事
故
）
が

必
要
で
す
。

そ
の
他

２
月

日
に
イ
オ

１９

ン
モ
ー
ル
日
の
出
専
門
店

街
２
階
イ
オ
ン
前
で
東
京

市
町
村
総
合
事
務
組
合
に

よ
る
臨
時
出
張
受
付
を
午

前

時
～
午
後
４
時
に
行

１０
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

市
民
安
全
係

共
済
期
間

４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

日

３０

３１

共
済
見
舞
金

表
３
の
と
お
り

交
通
遺
児
年
金

ど
ち
ら
の
コ

ー
ス
も
、
会
員
が
交
通
災
害

で
死
亡
し
た
時
、
会
員
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る

場
合
、
中
学
修
了
年
限
に
達

す
る
ま
で
年
額

万
２
千
円

１０

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
交
通
災
害

日
本

国
内
で
発
生
し
た
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
等
の

車
両
や
電
車
、
船
舶
、
航
空

機
な
ど
の
交
通
機
関
の
交
通

に
よ
る
人
身
事
故
（
詳
細
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
）

加
入
申
込
書
付
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
２
月
下
旬
に
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。
市
役
所
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
内
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

に
も
２
月
下
旬
に
用
意
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
１
日
（
水
）

～

日
（
金
）

３１

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
場
所
・
時
間

表
１
の
と

お
り

日
曜
受
付

表
２
の
と
お
り

加
入
で
き
る
方

市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方

※
就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し

て
い
て
も
、
会
員
と
生
計
が

同
じ
方
な
ら
加
入
で
き
ま
す
。

弁
護
士

相
談
時
間

１
人

分
３０

申
し
込
み

電
話
で
市
民
安

全
課
市
民
相
談
係
へ

都
と
連
携
し
て
多
重
債
務

特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

３
月
７
日
（
火
）

午

後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会
場

市
役
所
３
階
相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
ま
た
は

～～
借
金
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は

～
借
金
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
～～

特

別

相

談

「

多

重

債

特

別

相

談

「

多

重

債

務務

番

」

番

」

１１０１１０

振振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
るる

特
殊
詐
欺

特
殊
詐
欺
にに
ご
注
意
く
だ
さ

ご
注
意
く
だ
さ
いい

て
な
い
！

▽
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
き

た
ら
、
す
ぐ
に

番
通
報
を

１１０

し
て
く
だ
さ
い
！

振

り

込

め

詐

欺

等

被

害

に
あ
わ
な
い
た
め
に

市
や
青
梅
警
察
署
で
は
、
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
防
止

の
た
め
、「
自
動
通
話
録
音
機
」

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
市
市
民
安

全
課
ま
た
は
青
梅
警
察
署
防
犯

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
安
全
課

市
民
安
全
係
、
青
梅
警
察
署

防
犯
係
☎

・
０
１
１
０

２２

り
、「
会
社
の
小
切
手
が
入

っ
て
い
た
カ
バ
ン
を
失
く
し

た
の
で
、
お
金
を
集
め
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
言
い
、
現
金

を
要
求
す
る
も
の
で
す
。

手
口
②

メ
ー
ル
で
、「
○
○

万
円
の
還
元
金
を
受
け
取
る

権
利
が
当
た
り
ま
し
た
。
受

け
取
り
に
は
手
数
料
の
支
払

い
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
通

知
し
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
る
も

の
で
す
。

▽
お
金
は
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な

い
・
渡
さ
な
い
！

▽
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
慌

青

梅

警

察

署

管

内

の

振

り

込

め

詐

欺

等

被

害

発

生

状

況

等

（

平

成

年

中

）

２９

▽
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
…

２
件
・

万
円

４６２

▽
金
融
機
関
職
員
に
よ
る
詐
欺

被
害
の
未
然
防
止
…
１
件
・

万
円

２５
今

年

は

す

で

に

２

件

の

詐

欺

被

害

が

発

生

平
成

年
中
の
被
害
は

２８

１０

件
・
９
千

万
円
で
し
た
。

８５５

手
口
①

電
話
で
息
子
を
か
た

268

消
費
者
相
談
室
か
ら

イイ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
でで

消
費
消
費
者者
相
談
室
を
検
索
し
た
ら
…

相
談
室
を
検
索
し
た
ら
…
！！

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前

時
～
正
午
、
午
後

１０

１
時
～
４
時

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
は
午

後
６
時
ま
で
受
付

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

等
に
相
談
し
た
と
思
っ
て
い

た
ら
探
偵
業
者
だ
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
相

談
先
が
自
治
体
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
か
ど
う
か
、
し
っ

か
り
確
認
し
て
か
ら
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。
相
談
先
が
分
か

ら
な
い
時
は
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
☎

（
い
や
や
！
）
で

１８８

住
所
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費

者
相
談
室
）
で
は
、
消
費
者
か

ら
相
談
を
受
け
、
助
言
や
必

要
に
応
じ
て
あ
っ
せ
ん
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
通
信

料
、
交
通
費
等
は
ご
負
担
く

だ
さ
い
）
少
し
で
も
疑
問
や
不

安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消

費
者
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

消
費
者
相
談
室
緯

・
６
０
０

２２

０
（
相
談
専
用
）

相
談
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝

ば
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
早
く
し

な
い
と
訴
え
ら
れ
る
と
思
い
、

急
い
で
コ
ン
ビ
ニ
に
行
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
取
っ
た

書
類
に
、
電
話
で
言
わ
れ
る

が
ま
ま
氏
名
等
を
記
入
し
、

そ
の
場
で
返
信
し
た
。
代
金

の
８
万
６
千

円
は
指
定
さ

４００

れ
た
銀
行
口
座
に
す
ぐ
に
振

り
込
ん
だ
。

そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
そ
の
窓
口
に
つ
い
て
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
公
的
な
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、

探
偵
業
者
だ
と
分
か
っ
た
。

必
要
の
な
い
依
頼
だ
っ
た
の

な
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
の
ト

ラ
ブ
ル
を
解
決
し
た
い
と
思

い
、
相
談
先
や
解
決
方
法
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
自

治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

《
相
談
事
例
》

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
着
信

が
あ
っ
た
の
で
折
り
返
し
電

話
を
す
る
と
「
未
納
の
サ
イ
ト

利
用
料
金
が
あ
る
」、「
確
認

す
る
の
で
、
名
前
と
電
話
番

号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
伝
え
る
と
「
今
は
も
う
料

金
の
問
題
で
は
な
く
、
法
的

措
置
に
移
る
と
こ
ろ
」
と
言
わ

れ
た
。
驚
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
「
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
」
を
検
索
し
、
無
料
ダ
イ
ヤ

ル
の
窓
口
に
電
話
を
し
事
情

を
伝
え
る
と
「
相
手
に
名
前
も

伝
え
て
い
る
の
で
ま
ず
い
が
、

％
解
決
す
る
」、「
契
約
書

１００を
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
が
、
自

宅
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
な
け
れ

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
等
の
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
や
架
空
請

求
メ
ー
ル
等
で
詐
欺
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
方
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
相
談
先
を
検
索

し「
無
料
相
談
」、「
返
金
可
能
」

と
う
た
う
窓
口
に
連
絡
し
た

と
こ
ろ
「
請
求
を
や
め
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」、「
十
分

に
返
金
が
可
能
で
す
」
な
ど
と

告
げ
ら
れ
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

高
額
な
契
約
金
を
支
払
っ
て

し
ま
い
返
金
さ
れ
な
い
等
の

相
談
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
等
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、

被
害
者
心
理
に
つ
け
込
む
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象

市
民

内
容

改
正
さ
れ
た
食
品
表
示

に
つ
い
て

講
師

都
消
費
者
啓
発
員

澤

木
佐
重
子
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

２０

費
用
無
料

そ
の
他

託
児
あ
り
（
１
歳
～

未
就
学
児
）

申
し
込
み

電
話
で
市
民
安
全

課
市
民
相
談
係
へ

う
に
、
身
近
な
食
品
の
表
示
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

日
時

２
月

日
（
月
）

午
後

２７

１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会
場

市
役
所
２
階

・

会

２０４

２０５

議
室

平
成

年
４
月
か
ら
食
品
表

２７

示
法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
移
行

期
間
中
で
、
新
し
い
食
品
表
示

に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

食
品
に
は
、
毎
日
食
べ
て
い

る
そ
の
食
品
に
つ
い
て
の
栄
養

成
分
、
添
加
物
や
ア
レ
ル
ギ
ー

表
示
な
ど
大
切
な
情
報
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
機
能
性
表
示

食
品
制
度
も
で
き
ま
し
た
。

健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ

消
費
生
活
講

消
費
生
活
講
座座

知

っ

て

得

す

る

知

っ

て

得

す

る

！！食

品

選

び

の

ポ

イ

ン

食

品

選

び

の

ポ

イ

ン

トト

第２回青梅市安全・安心

まちづくり推進協議会

第６回青梅市

行財政改革推進委員会

２月２２日（水）

午後２時から

２月２２日（水）

午前９時から
日時

市役所２階災害対策本部室市役所議会棟３階第３委員会室会場

市内の犯罪発生状況等につ

いて

青梅市行財政改革推進プラン

【平成３０年度～平成３４年度】

（仮称）に向けた提言について

内容

５人（先着）１０人（先着）定員

当日の午後１時３０分～４５

分に会場入り口で

当日の午前９時までに会場入

り口で
傍聴受付

市民安全課市民安全係行政管理課行政管理係問い合わせ

傍傍傍 聴 に お 出 か け く聴 に お 出 か け く だだ ささ いい

「ちょこっと共済」は、東京都の全市町村の住民

の皆さんが会費を出し合い、交通事故（人身）にあ

った時、見舞金を受けられる助け合いの制度です。

３月１日から
予 約 加 入
受 付 開 始



広報おうめ ２９.２．１５（４）ホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/
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◆フードドライブを実施します！

フードドライブとは、家庭で余っている食べ物を持ち寄り、集められた

食べ物をフードバンク等に寄付する活動です。

次の日程で実施しますので、ぜひお持ちください。

受付日時 ２月２４日（金）～２８日（火）午前８時３０分～午後５時

※土曜日を除く

※２６日（日）は、午前９時～１１時に左の講演会会場で受付

受付場所 清掃リサイクル課（市役所３階）

対象食品 缶詰（肉、魚、野菜、くだものなど）、インスタント食品、レト

ルト食品、嗜好品（インスタントコーヒーなど）、乾物（乾麺、海藻など）、

乳幼児食品、調味料、お菓子

※いずれも冷凍・冷蔵食品を除く

食品の条件 次のすべての条件を満たすもの

①未開封で包装や外装が破損していないもの

②賞味期限が明記されており、それが１か月以上あるもの

③びん詰めの食品ではないもの

④包装や外装を他のものに移し替えていないもの

⑤生鮮食品以外のもの

※賞味期限のない塩や砂糖などは、①③④の条件を満たしていれば対象です。

注意事項 受け取りの際に、種類や条件等を確認します ▽お持ちいただい

た食品の種類や状態によっては、お持ち帰りいただく場合があります。

◆ごみ減量講演会にご参加ください！

ごみの減量には、限りある資源を効率的に利用す

るとともに再生産を行って、持続可能な形で循環さ

せながら利用していくことが大切です。

このたび、青梅市環境美化委員連合会と共催で、

フードバンクの取り組みについて分かりやすく講演

します。

なお、フードドライブもあわせて実施しますので、未利用の食品があり

ましたらぜひお持ちください。お持ちいただく際は、右の対象食品、食品

の条件にご注意ください。

日時 ２月２６日（日） 午前１０時～１１時３０分

会場 市役所２階会議室

内容 フードバンクの取り組みについて

講師 ＮＰＯ法人セカンドハーベ

スト・ジャパン 田中入馬氏

定員 先着１２０人

入場無料

共催 青梅市環境美化委員連合会、

青梅市

直接会場へ

ごごごごごごごごごごごごごごごご みみみみみみみみみみみみみみみみ 減減減減減減減減減減減減減減減減 量量量量量量量量量量量量量量量量 講講講講講講講講講講講講講講講講 演演演演演演演演演演演演演演演演 会会会会会会会会会会会会会会会会ご み 減 量 講 演 会 ！！！！！！！！！！！！！！！！！ &&&&&&&&&&&&&&&&& フフフフフフフフフフフフフフフフ ーーーーーーーーーーーーーーーー ドドドドドドドドドドドドドドドド ドドドドドドドドドドドドドドドド ララララララララララララララララ イイイイイイイイイイイイイイイイ ブブブブブブブブブブブブブブブブフ ー ド ド ラ イ ブ
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環環環環環環環環環環環環環環環環 境境境境境境境境境境境境境境境境 美美美美美美美美美美美美美美美美 化化化化化化化化化化化化化化化化 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員 のののののののののののののののの 活活活活活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動動動動動 報報報報報報報報報報報報報報報報環 境 美 化 委 員 の 活 動 報 告告告告告告告告告告告告告告告告告

環境美化委員とは、環境美化

指導員と環境美化推進員から

構成されており、ごみの適正処

理、ごみの減量等に熱意と見識

を有する市民の中から、自治会

長の推薦に基づき、市から委嘱

を受けた方々で、皆さんの周り

の環境美化にご尽力いただい

ています。

昨年１２月には、市内の自主的な美化活動を目的として

構成された「青梅市環境美化委員連合会」の一員として、

連合会の自主活動である「年末市内一斉美化デー」を実

施し、市内全体で１,０２８人の方が参加し、公共の場所の清

掃を行っていただきました。

また、３月には皆さんのごみの排出、資源のリサイク

ルに活用していただいている「青梅市ごみ収集カレンダ

ー」を市内の全家庭に配布していただいています。

皆さんも環境美化にご理解とご協力をお願いします。
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美美美美美美美美美美美美美美美美 化化化化化化化化化化化化化化化化 デデデデデデデデデデデデデデデデ ーーーーーーーーーーーーーーーー にににににににににににににににに ごごごごごごごごごごごごごごごご 協協協協協協協協協協協協協協協協 力力力力力力力力力力力力力力力力 くくくくくくくくくくくくくくくく だだだだだだだだだだだだだだだだ ささささささささささささささささ美 化 デ ー に ご 協 力 く だ さ いいいいいいいいいいいいいいいいい

美化デーとは、美しいまちづくりを目的として、自治会や隣組、その他各種団体を

単位として公共の場の清掃や除草などを行うものであり、今年度は約１２０の団体が実

施しています。

市では、毎月第２日曜日を「美化デー」と定めていますが、団体の都合に沿った日

程でも可能で、２か月に１回や半年に１回など毎月実施しなくても構いませんので、

ぜひ皆さんのご協力をお願いします。

なお、実施する場合、次の点にご注意ください。

①実施計画書を提出してください。

提出された計画書をもとにごみ収集を行いますので、必ず事前に実施計画書を清掃

リサイクル課（市役所３階）へ提出してください。

また、日程を変更する場合は連絡をしてください。

②ごみは、ボランティア袋で出してください。

美化デーで集めたごみは、必ずボランティア

袋で出してください。ボランティア袋以外の袋

で出した場合は、回収できませんのでご注意く

ださい。

なお、美化デー用のボランティア袋は、清掃

リサイクル課で配布しています。

ボボボボボボボボボボボボボボボボ ララララララララララララララララ ンンンンンンンンンンンンンンンン テテテテテテテテテテテテテテテテ ィィィィィィィィィィィィィィィィ アアアアアアアアアアアアアアアア 袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋 のののののののののののののののの 利利利利利利利利利利利利利利利利 用用用用用用用用用用用用用用用用 方方方方方方方方方方方方方方方方ボ ラ ン テ ィ ア 袋 の 利 用 方 法法法法法法法法法法法法法法法法法

○ボランティア袋とは

道路や公園等公共の場所の清掃をして出たごみを捨てるための袋です。

家庭から出たごみ、自治会等の催し物で出たごみ、集合住宅（マンション、

市営住宅など）の敷地内から出たごみを捨てるために用いることはできませ

んのでご注意ください。

○ボランティア袋の入手方法

清掃リサイクル課（市役所３階）、リサイクルセンター、各市民センター、

総合体育館の窓口で申請をしてください。

○ボランティア袋の排出方法

袋の排出者名の欄に氏名または団体名を必ず記入したうえで、燃やすご

み用ボランティア袋は各地区の燃やすごみの収集日に、燃やさないごみ用

ボランティア袋は各地区の燃やさないごみまたは容器包装プラスチックご

みの収集日に出してください。自宅から出すことができない場合は、市民

センターの定められた場所に出してください。



（５）２９.２．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です
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市では、商品を包んでいたプラスチック・ビニール製の包装や容器を「容

器包装プラスチックごみ」として、むらさき色の指定収集袋に入れて出し

ていただいています。

しかし、家庭から出されている燃やすごみの中には「容器包装プラスチッ

クごみ」として出すべきごみが約６％含まれています。重さで表すと、１,７００

ｔ程度含まれている計算となり、この量は「容器包装プラスチックごみ」と

して出されているごみの量

と同じ量になります。

「容器包装プラスチック

ごみ」がどういうものなの

か正しく理解できれば、燃

やすごみの減量になるほ

か、ごみ袋代の節約にもつ

ながります。

この機会に正しく理解し、

分別の参考にしてください。

「容器包装プラスチックごみ」とは、商品が入っていたプ

ラスチック・ビニール製の容器や包装で、商品を取り出し

た後、使用した後に不要となるものです。見分けるポイン

トは、ほとんどのプラスチック製の容器や包装には、識別

マークがついています。このマークを目印に分別してく

ださい。

また、識別マークのないもの

でも商品を取り出した後や使用した後に不要と

なったプラスチック・ビニール製のものは該当

します。

プラスチック製品（定規などの文房具、弁当

箱等）は「容器包装プラスチックごみ」に該当

しませんのでご注意ください。

①パック、カップ類

主な例：ヨーグルトやプリン等の容器、カップ麺の容

器、豆腐や納豆の容器、薬の容器等

注意点：容器の中には紙製のものもあるので表示に注

意しましょう。

②袋類

主な例：おせんべいやポテトチップス等の袋、あめ等

の包み、レジ袋等

注意点：ポテトチップス等の袋は中の食べかすをとっ

てから出しましょう。あめ等の包みはレジ袋にまと

めて入れずにそのまま出しましょう。

③ボトル、チューブ類

主な例：シャンプー等の容器、マヨネーズ等の容器、

ペットボトルのキャップやラベル

注意点：シャンプー等のポンプ式の容器やノズルはお

風呂の残り湯等でぬめりを取ってから出しましょ

う。マヨネーズ等の容器は中をすすいで水気を切

ってから出しましょう。

④容器、トレイ類

主な例：コンビニ弁当等の容器、マーガリンの容器等

注意点：軽く水ですすぎ、汚れを落としてから出しま

しょう。

⑤緩衝材、ネット類

主な例：発泡スチロール、果物や野菜のネット、気泡

緩衝材（プチプチ・エアキャップ等）等

注意点：大きな発泡スチロールはある程度の大きさに

割ってから出しましょう。

◆圧縮機でベールへ

選別された「容器包装プラスチックごみ」

は、その後、圧縮機で「ベール」と呼ばれる

立方体状にしてから再商品化事業者に引き

渡されます。

そこから先は、再商品化事業者によって

資源化されバケツやパレット等のプラスチ

ック製品に生まれ変わっています。

◆ごみが運ばれてきたら

家庭から出された「容器包装プラスチ

ックごみ」は、新町にあるリサイクルセン

ターに集められ、一度「ピット」と呼ば

れる大きなごみ箱のようなところにため

られます。
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◆選別作業

ためられたごみは、「ライン」と呼ばれ

るベルトコンベアの上に流され、不純物

が含まれていないか選別を行います。選

別作業は、作業員の手で行うため、プラ

スチック製だからといってカミソリ等の

鋭利なものを入れてしまうと作業員に危

険が及ぶことがあります。絶対に入れな

いようお願いします。

このように「容器包装プラスチックごみ」は、別の形となって皆さんの

もとで使用されています。

今一度、この機会に燃やすごみに「容器包装プラスチックごみ」を入れ

て出していないかを見直して、分別の徹底にご協力をお願いします。

識別マーク
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市内の浄水所および小作浄水場の浄水（水道

水）の放射能測定結果について、１月２５日現在

の放射性ヨウ素および放射性セシウムはいずれ

も不検出です。採水場所水源など詳細について

は、都水道局ホームページ

http://www.waterworks.metro.to-

kyo.jp/をご覧ください。

水道に関する問い合わせ

都水道局多摩お客さまセンター・ナビダイヤ

ル緯０５７０－０９１－１０１（ナビダイヤルをご利
用できない場合緯０４２－５４８－５１１０）

※日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後８時

問い合わせ 市民安全課市民相談係

青青 梅 市 内 の 水 道 水青 梅 市 内 の 水 道 水 のの
放 射 能 測 定 結放 射 能 測 定 結 果果

都 内 流 通 食 品都 内 流 通 食 品 のの
放 射 性 物 質 検 査 結放 射 性 物 質 検 査 結 果果

HP

青青 梅 市 内 の 空 間 放 射 線青 梅 市 内 の 空 間 放 射 線 量量
定 期 定 点 測 定 結定 期 定 点 測 定 結 果果

測定値
線量率詐Sv/h

（ﾏｲｸﾛｼーﾍ゙ﾙﾄ/時間）測定場所

地上高１斡

０.０３二小

０.０４五小

０.０５成木小

０.０５新町小

HP

障障

害

者

虐

待

防

止

講

演

障

害

者

虐

待

防

止

講

演

会会

み
ど
り
の
杜
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

森
川
す
い
め
い
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

８０

費
用
無
料

申
し
込
み

電
話
緯

・
０

３０

１
５
２
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
思

・
０
１
５
３
で
青

３０

梅
市
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ

青
梅
市
障
が

い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
市
障
が
い
者
福
祉
課

日
時

３
月

日
（
日
）

午

２６

後
２
時
～
４
時

会
場

市
役
所
２
階

～
２０１

２０３

会
議
室

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
内
容

虐
待
を
う
ま
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」
が
つ

な
が
る
た
め
に
～

※
手
話
通
訳
あ
り

講
師

医
療
法
人
社
団
翠
会

ス
ギ
の
花
粉
が
飛
散
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

飛
散
開
始
日
は
２
月
中
旬
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

花
粉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
ら

外
出
す
る
と
き
…
花
粉
を
吸
い

込
ま
な
い
こ
と
が
基
本
！

▼
風
の
強
い
晴
れ
た
日
は
、
外

出
を
控
え
め
に
。

▼
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
付
き
の
メ
ガ

ネ
や
ゴ
ー
グ
ル
、
マ
ス
ク
、

ス
カ
ー
フ
、
帽
子
を
着
用
す

る
。

▼
服
は
、
花
粉
が
つ
き
に
く
い

ス
ベ
ス
ベ
し
た
素
材
の
も
の

を
選
ぶ
。

▼
髪
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
、
花
粉
が
髪
に
つ
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

花

粉

症

花

粉

症

にに

気

を

つ

け

ま

し

ょ

気

を

つ

け

ま

し

ょ

うう オレンジリンオレンジリンググ

い
た
だ
け
れ
ば
、
健
康
セ

ン
タ
ー
で
コ
ピ
ー
し
ま

す
。

※
通
院
時
の
採
血
結
果
等

だ
け
で
は
健
診
と
み
な

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
診
票
・
同
意
書
は
、
健

康
セ
ン
タ
ー
窓
口
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
絡

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
送
付

し
ま
す
。

提
出
期
限

４
月

日
１４

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

健

康
セ
ン
タ
ー
緯

・
２
１

２３

９
１

険
加
入
の

歳
～

歳

４０

７４

の
方
で
、

年
度
青
梅
市

２８

特
定
健
診
は
受
け
な
か

っ
た
が
、

年
４
月
１
日

２８

～

年
３
月

日
に
勤

２９

３１

務
先
、
人
間
ド
ッ
ク
等
で

他
の
健
診
を
受
け
た
、
ま

た
は
受
け
る
予
定
の
方

提
出
書
類

次
の
書
類
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
市
健
康
セ
ン
タ
ー
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
方

…
「
同
意
書
」

②
職
場
健
診
・
他
病
院
の
人

間
ド
ッ
ク
等
で
、
特
定
健

診
の
検
査
項
目
を
す
べ

て
含
ん
で
い
る
も
の
を

受
け
た
方
…
「
問
診
票
」、

「
健
診
結
果
の
コ
ピ
ー
」

※
「
健
診
結
果
」
を
お
持
ち

青
梅
市
特
定
健
診
を
受
け

ず
に
他
の
健
診
を
受
け
た
方

も
、
次
の
書
類
を
提
出
す
る

こ
と
で
、
市
の
特
定
健
診
を

受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
受
診
率
向
上
の
た
め
、

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

提
出
し
た
方
に
は
、「
生

活
習
慣
改
善
実
践
ガ
イ
ド
」

と
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

※
国
の
特
定
健
康
診
査
等
基

本
指
針
で
、
市
町
村
国
保

加
入
者
の
特
定
健
診
実
施

率
は
、

％
と
定
め
ら
れ

６０

て
い
ま
す
が
、
平
成

年
２７

度
の
青
梅
市
の
特
定
健
診

受
診
率
は
、

・
８
％
で

５０

し
た
。

対
象

青
梅
市
国
民
健
康
保

青青
梅
市
国
民
健
康
保
険険
に
ご
加
入

青
梅
市
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
のの

歳
～
歳
～

歳
の
方
で

歳
の
方
で
、、

４０４０

７４７４

特
定
健
診
以
外

特
定
健
診
以
外
のの
健
診
を
受
け
た
方
へ
の
お
願

健
診
を
受
け
た
方
へ
の
お
願
いい

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

１５０

費
用
無
料

※
教
材
費
は
西
多
摩
三
師
会

が
負
担
し
ま
す
。

持
ち
物

筆
記
用
具

申
し
込
み

電
話
緯

・
２

２３

１
７
１
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

思

・
１
６
１
５
で
西
多

２４
摩
三
師
会
へ

問
い
合
わ
せ

市
高
齢
介
護

課
包
括
支
援
係

認
知
症
の
人
に
つ
い
て
正

し
く
知
り
、
日
常
生
活
の
中

で
見
守
り
、
適
切
に
対
応
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
講
座
で
す
。

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
で
き
ま
す
。

受
講
し
た
方
に
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
を
交
付
し
ま
す
。

日
時

３
月

日
（
土
）

午

１１

後
２
時
～
４
時

会
場

奥
多
摩
町
福
祉
会
館

（
奥
多
摩
町
氷
川

）
１９９

講
師

西
多
摩
三
師
会
会
長

玉
木
一
弘
氏

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座座

障
害
者
施
設
等
作
品
展
示

障
害
者
施
設
等
作
品
展
示
会会

美

術

美

術

館館

inin

費用実施施設等体験イベント等日程

－ほたるの里施設紹介映像の放映３月８日（水）

１００円

たましろの郷ヘアゴム作成
３月１１日（土）

東京青梅病院プラバンアクセサリー
作成

障がい者サポートセンタークラフトミニかご作成
３月１２日（日）

なんてんの会和古布と刺しゅうの
キーホルダー作成

日
時

３
月
７
日
（
火
）
～

日
（
火
）

午
前
９
時
～

１４午
後
５
時

※
入
館
は
４
時

分
ま
で

３０

※
７
日
は
正
午
か
ら
、

日
１４

は
午
後
３
時
ま
で

会
場

市
立
美
術
館
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

内
容

絵
画
・
手
工
芸
品
・
陶

芸
等
、
展
示
施
設
紹
介
（
ほ

た
る
の
里
、
青
梅
学
園
、
東

京
青
梅
病
院
、
障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
青

梅
市
自
立
セ
ン
タ
ー
、
青

梅
成
木
台
病
院
、
な
ん
て

ん
の
会
、
た
ま
し
ろ
の
郷

の
障
害
者
が
作
成
し
た
作

品
）

そ
の
他

下
表
の
と
お
り
、

会
場
内
で
体
験
イ
ベ
ン
ト

等
を
行
い
ま
す
。

主
催

青
梅
市
、
青
梅
市
障

害
者
地
域
自
立
支
援
協
議

会

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
福

祉
課

※
任
用
期
間
の
更
新
あ
り

※

年
３
月
中
に
研
修
予
定

２９
業
務
内
容

介
護
保
険
認
定

調
査

募
集
人
数

若
干
人

報
酬

日
額
９
千

円
８８４

※
燃
料
代
等
を
含
む

選
考
方
法

資
格
審
査
（
１

次
）、
面
接
試
験
（
２
次
）

※
面
接
の
日
時
は
、
別
途
連

絡
し
ま
す
。

そ
の
他

認
定
調
査
は
、
１

か
月
に
７
日
か
ら

日
程

１０

市
で
は
、
介
護
保
険
の
認

定
調
査
の
業
務
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
ま
た
は
介
護
支

援
専
門
員
の
受
験
資
格
を

有
し
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
お
持
ち
で
、
自
動

車
な
ど
の
移
動
手
段
の
あ

る
方

任
用
期
間

４
月
１
日
～
平

成

年
３
月

日

３０

３１

市市
嘱
託託
職職

市
嘱
託
職
員員
募
集
募
集

（
介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
介
護
保
険
認
定
調
査
員
））

▼
家
に
入
る
前
は
玄
関
先
で
、

衣
服
や
髪
、
持
ち
物
に
つ
い

た
花
粉
を
は
ら
う
。

家
に
い
る
と
き
…
花
粉
を
家
の

中
に
入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
！

▼
家
に
入
っ
た
ら
、
手
洗
い
・

う
が
い
・
洗
顔
を
す
る
。

▼
風
の
強
い
晴
天
の
日
は
、
窓

を
開
け
っ
放
し
に
し
な
い
。

▼
室
内
の
清
掃
は
こ
ま
め
に
す

る
。

鼻
や
目
の
症
状
が
重
い
場
合
…

耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
で
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
内

科
、
小
児
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー

科
な
ど
で
も
診
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
セ
ン
タ
ー

緯

・
２
１
９
１

２３

度
の
就
労
の
見
込
み
で

す
。

応
募
方
法

２
月

日
（
必

２８

着
）
ま
で
に
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
）
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒

―
８
７
０
１

１９８

青
梅
市
高
齢
介
護
課
へ

※
土
・
日
曜
日
の
申
込
書
の

配
布
お
よ
び
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
介
護
課

認
定
係

都福祉保健局健康安全部食品監視課が実

施した都内流通食品の放射性物質検査結果

について、１月１１日に採取（購入）した食

品の放射性セシウム（セシウム－１３４、セシ

ウム－１３７）の検査をした結果、すべてにつ

いて基準値未満でした。

詳細については、都福祉保健局ホームペ

ージ http://www.fukushihoken.metro.tokyo.

jp/をご覧ください。

検査結果に関する問い合わせ

都福祉保健局健康安全部食品監視課監視

計画係緯０３－５３２０－４４０４
問い合わせ 市民安全課市民相談係

市では、定期定点測定として、市内４施設、各１地点の

空間放射線量の測定を行いました。測定結果は下表のと

おりです。

今回の測定値は、これまでに計測した値と大きな差はな

く、現時点においては健康に影響を与える数値でないと考

えられます。

測定日 １月１８日

測定機器 日立アロカメ

ディカル社製ＴＣＳ―

１７２Ｂ

問い合わせ 環境政策課

環境対策係



（７）２９.２．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です

第第第

回

オ

ス

ト

ミ

ー

の

方

の

集

回

オ

ス

ト

ミ

ー

の

方

の

集

いい

１４１４

談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

４
時

日
時

３
月

日
（
金
）

午

１０

後
２
時
～
３
時

分
３０

会
場

総
合
病
院
南
棟
別
館

２
階
第
２
会
議
室

対
象

オ
ス
ト
ミ
ー
の
方

（
家
族
付
き
添
い
可
）

申
し
込
み

３
月

日
の
午

１０

前

時
ま
で
に
電
話
☎

１１・
３
１
９
１
で
が
ん
相

２２

市市
立
総
合
病
院

お
う
め
健
康

市
立
総
合
病
院

お
う
め
健
康
塾塾

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
うう

日
時

３
月

日
（
土
）

午

１８

後
２
時
～
３
時

分
３０

会
場

総
合
病
院
講
堂
（
南

棟
３
階
）

講
師

糖
尿
病
看
護
認
定
看

護
師

前
原
亜
子
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

そ
の
他

次
回
開
催
は
４
月

「
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
た
と

き
…
」（
予
定
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ

総
合
病
院
管

理
課
庶
務
係
緯

・
３
１

２２

９
１

生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活

習
慣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
病
気
の
総
称
で
、
食
生

活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
、
喫

煙
、
飲
酒
な
ど
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
起
こ
り
、
放
置
す

る
と
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
発
症
時
期
は

歳
４０

代
以
降
の
中
高
年
期
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
近
年

は
食
生
活
の
欧
米
化
や
ス
ト

レ
ス
社
会
の
影
響
に
よ
り
、

若
年
層
の
生
活
習
慣
病
も
増

え
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
症

の
予
防
に
は
、
生
活
の
見
直

し
が
必
要
で
す
。
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法

を
お
話
し
し
ま
す
。

市市
民
食
育
講
演

市
民
食
育
講
演
会会

食
育
の
は
じ
め
の
一
歩
は
、
お
口
か

食
育
の
は
じ
め
の
一
歩
は
、
お
口
か
らら

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師

青
梅
市
歯
科
医
師
会

副
会
長
・
歯
学
博
士

髙

野

真
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

６０

費
用
無
料

そ
の
他

託
児
あ
り

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み

電
話
☎

・
２

２３

１
９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー

へ

心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に

お
け
る
「
口
か
ら
の
健
康
づ

く
り
と
食
育
」
に
つ
い
て
、
市

民
の
口
腔
内
の
状
況
を
身
近

こ
う

く
う

に
見
て
き
た
歯
医
者
さ
ん
が

お
話
し
し
ま
す
。

日
時

３
月

日
（
日
）

午

１２

後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会
場

健
康
セ
ン
タ
ー
１
階

対
象

市
民

※
子
育
て
中
の
保
護
者
や
食

に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、

～
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

世
代
を
つ
な
ぐ
健
康
づ
く
り
～

自
分
の
お
口
の
中
を
知
る

こ
と
か
ら
、
食
育
は
始
ま
り

ま
す
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣

や
む
し
歯
・
歯
周
病
を
予
防

し
て
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ

と
は
、
体
の
健
康
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

今
回
は
子
育
て
世
代
を
中

日
時

３
月

日
（
月
）

午

１３

前

時
～

時

分

１０

１１

３０

会
場

東
青
梅
市
民
セ
ン
タ

ー
和
室

対
象

生
後
４
～
５
か
月
児

と
保
護
者

内
容

離
乳
食
の
始
め
方
と

こ
の
時
期
の
離
乳
食
の
作

り
方
の
説
明
お
よ
び
試
食

定
員

先
着

組
（
予
約
制
）

２０

費
用

円
１００

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ

ル
ク
（
お
湯
も
含
む
）、
お

む
つ
な
ど
外
出
時
に
必
要

な
も
の

申
し
込
み

電
話
緯

・
２

２３

１
９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー

へ

ゴゴ

ッ

ク

ン

ク

ラ

ゴ

ッ

ク

ン

ク

ラ

スス

（（

離

乳

食

教

室

・

初

期

離

乳

食

教

室

・

初

期

））

話話
の
き
き
方
講

話
の
き
き
方
講
座座

～～
声
な
き
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い

～
声
な
き
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い
るる

子
ど
も
・
若
者
の
た
め
にに
で
き
る
こ
と

子
ど
も
・
若
者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～～

皆
さ
ん
の
周
り
に
「
最
近

元
気
が
な
い
」、「
い
つ
も
と

様
子
が
違
う
」
な
ど
気
に
な

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の

よ
う
な
声
な
き
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気

付
い
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
戸
惑
い

を
感
じ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
声
の
か

け
方
や
話
の
き
き
方
に
つ
い

て
実
践
的
な
方
法
を
学
び
ま

す
。
あ
な
た
の
優
し
い
ひ
と

言
で
、
大
切
な
人
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

日
時

３
月
９
日
（
木
）、
１７

日
（
金
）

午
後
２
時
～
４

時
会
場

市
役
所
２
階
会
議
室

対
象

２
日
間
参
加
で
き
る

市
民

内
容

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気

付
い
た
時
の
声
の
か
け
方

や
対
応
方
法

講
師

（
一
社
）
心
理
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
心
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ

代
表
理
事

大
林
裕
司
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

６０

費
用
無
料

申
し
込
み

電
話
☎

・
２

２３

１
９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー

へ

家家
庭
教
育
講
演

家
庭
教
育
講
演
会会

こ
こ
ろ
の
S
O
S
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ

こ
こ
ろ
の
S
O
S
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
！！

～
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
健
康

に
保
つ
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う
～

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
は
成
長

と
と
も
に
大
き
く
揺
れ
動

き
、
と
き
に
は
何
を
考
え
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
基
礎

的
な
知
識
を
学
び
な
が
ら
、

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
健
康
に

保
つ
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
ヒ
ン
ト
や
コ
ツ
を
学

び
ま
す
。

日
時

３
月
５
日
（
日
）

午

後
２
時
～
４
時

会
場

市
民
会
館
第
１
・
２

会
議
室

対
象

小
学
生
以
下
の
保
護

者
、
関
心
の
あ
る
方

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

４０

費
用
無
料

講
師

お
茶
の
水
女
子
大
学

基
幹
研
究
院
准
教
授

青

木
紀
久
代
氏

共
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
梅
こ

ど
も
未
来

そ
の
他

託
児
あ
り
（
６
か

月
～
未
就
学
児
・
若
干
人
）

申
し
込
み

電
話
で
社
会
教

育
課
へ

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、
笑

顔
が
す
て
き
な
人
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月

日
（
水
）

午

２２

前

時

分
～

時

分

１０

４５

１１

３０

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は

時
～

１０

正
午

会
場

下
長
渕
自
治
会
館
２

階
大
広
間

対
象

就
学
前
の
親
子
、
妊

婦

講
師

安
達
万
里
子
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

長
渕
保
育
園

富
樫
緯

・
８
１
０
２
、

２２

市
子
ど
も
家
庭
支
援
課
支

援
係

ママ

マ

癒

し

隊

「

ス

マ

イ

ル

講

座

マ

マ

癒

し

隊

「

ス

マ

イ

ル

講

座

」」

青
梅
市
青
少
年
健
全
育
成

団

体

登

録

制

度

と

は

青
少
年
の
健
全
育
成
に
資

す
る
た
め
、
継
続
し
て
青
少

年
健
全
育
成
活
動
を
行
う
団

体
の
情
報
を
登
録
し
、
広
く

市
民
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
支
援
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

登
録
さ
れ
た
団
体
の
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
使
用

料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
団
体

次
の
す

べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る

団
体

①
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
た
活
動
を
行
う
団

体
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容

が
青
少
年
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と

②
市
民
に
開
か
れ
た
団
体
で

あ
る
こ
と

③
代
表
者
は
成
人
で
あ
る
こ

と
④
代
表
者
、
指
導
者
、
世
話

人
等
を
除
く
構
成
員
は
、

す
べ
て
中
学
生
以
下
で
あ

り
、
同
一
種
目
の
他
団
体

に
所
属
し
て
い
な
い
者
が

人
以
上
で
あ
る
こ
と

１０
⑤
構
成
員
の
過
半
数
が
市
内

に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
す
る
者
で
構
成
さ
れ
、

活
動
の
拠
点
が
市
内
に
あ

る
こ
と

※
営
利
等
を
目
的
と
す
る
団

体
な
ど
、
そ
の
活
動
内
容

等
に
よ
り
申
請
し
て
も
登

録
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日
～
１５

日
受
付
場
所

子
ど
も
家
庭
支

援
課
・
市
民
活
動
推
進
課
・

社
会
教
育
課
（
市
役
所
３

階
）、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
市
役
所
６
階
）、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、

市
民
会
館

提
出
書
類

①
青
梅
市
青
少
年
健
全
育
成

団
体
登
録
申
請
書

②
会
員
名
簿

③
平
成

年
度
決
算
書
お
よ

２８

び

年
度
予
算
書
（
書
式

２９
任
意
）

④
事
業
計
画
書
（
書
式
任
意
）

⑤
規
約
、
会
則
等
（
書
式
任

意
）

※
①
②
の
用
紙
は
受
付
場
所

で
配
布
（
①
～
③
の
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

登
録
有
効
期
間

４
月
１
日

～
平
成

年
３
月

日

３０

３１

問
い
合
わ
せ

子
ど
も
家
庭

支
援
課
青
少
年
担
当

青
梅
市
青
少
年
健
全
育
成
団

青
梅
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体体
登
録
更
新
手
続
き

登
録
更
新
手
続
き

～
新
規
団
体
・
継
続
団
体
と
も
登
録
が
必
要
で
す
～

かか
す
み
台
第
三
保
育
園
新
園
舎
内内
覧

か
す
み
台
第
三
保
育
園
新
園
舎
内
覧
会会

か
す
み
台
第
三
保
育
園
が

園
舎
を
建
て
替
え
ま
し
た
。

多
摩
産
の
杉
を
使
っ
た
ロ
ッ

カ
ー
な
ど
木
の
香
り
の
す
る

内
装
が
特
徴
で
す
。

園
児
の
作
品
展
の
日
に
内

覧
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
作

品
を
見
な
が
ら
室
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時

２
月

日
（
日
）

午

２６

前

時
～
午
後
３
時

１０

会
場

か
す
み
台
第
三
保
育

園
（
谷
野

）
１９１

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

そ
の
他

駐
車
場
あ
り

問
い
合
わ
せ

か
す
み
台
第

三
保
育
園
☎

・
１
２
９

３１

３
、
市
子
育
て
推
進
課
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集
し
ま
す
の
で
、
市
民
活
動

団
体
等
と
市
と
の
協
働
に
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

任
期

４
月
１
日
～
平
成
３１

年
３
月

日
３１

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

▽
青
梅
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

▽
応
募
時
点
に
お
い
て
満
２０

歳
以
上
の
方

▽
委
員
会
へ
の
出
席
が
可
能

な
方

市
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
柔
軟

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
市
民
活
動
団
体
等

と
行
政
が
協
力
し
て
取
り
組

む
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
協
働
の
あ
り
方

や
協
働
事
業
の
実
施
結
果
等

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
意
見
を
求
め
る
た
め
の

「
青
梅
市
協
働
事
業
市
民
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

次
の
と
お
り
、
委
員
を
募

青青
梅
市
協
働
事
業
市
民
推
進
委
員
会

青
梅
市
協
働
事
業
市
民
推
進
委
員
会
のの

委
員
を
募

委
員
を
募
集集
し
ま
す

し
ま
す

▽
地
方
公
務
員
法
第

条
各

１６

号
に
該
当
し
な
い
方

▽
青
梅
市
職
員
で
な
い
方

▽
青
梅
市
の
他
の
付
属
機
関

等
の
委
員
で
な
い
方

募
集
人
員

３
人

応
募
方
法

３
月
８
日
（
消

印
）
ま
で
に
市
民
活
動
推

進
課
市
民
活
動
推
進
係

（
市
役
所
３
階
）、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
配
布
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
と
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
作
文
（

字
以
内
）

４００

を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
〒

―
８
７

１９８

０
１
青
梅
市
市
民
活
動
推

進
課
市
民
活
動
推
進
係
へ

選
考
方
法

書
類
審
査

そ
の
他

書
類
審
査
の
結

果
、
候
補
者
が
募
集
人
数

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

よ
り
選
出
し
ま
す
▽
選
考

結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推

進
課
市
民
活
動
推
進
係

教
授

渡
邉
恵
一
氏

定
員

先
着

人
１００

入
場
無
料

主
催

青
梅
支
会
長
Ｏ
Ｂ

会
後
援

青
梅
市
、
青
梅
市
自

治
会
連
合
会

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

講
演
会
分

科

会

座

長

五
十
山
田

い

か

い

だ

☎

・
１
５
２
７
、
市
市

７６
民
活
動
推
進
課

青
梅
支
会
長
Ｏ
Ｂ
会
で

は
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
毎
年
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
平
成

年
２６

に
開
通

周
年
周
を
迎
え
た

１２０

青
梅
線
の
歴
史
を
紹
介
し
ま

す
。我

々
に
と
っ
て
身
近
な
青

梅
線
が
ど
の
よ
う
に
誕
生

し
、
変
遷
し
て
現
在
に
至
っ

た
の
か
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
（
土
）

午

後
２
時
か
ら

会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

集
会
室

講
師

駒
澤
大
学
経
済
学
部

青青
梅
支
会
長
Ｏ
Ｂ
会会
主
催
講
演演

青
梅
支
会
長
Ｏ
Ｂ
会
主
催
講
演
会会

青

梅

線

開

青

梅

線

開

通通
年

の

歴

年

の

歴

史史

１２０１２０

自自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
⑲⑲

小
曾
木
地
区
総
合
意
識
ア
ン
ケ
ー

小
曾
木
地
区
総
合
意
識
ア
ン
ケ
ー
トト

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
６
支
会
長

安
藤

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
６
支
会
長

安
藤

努努

だ
ん
は
話
し
合
う
こ
と
の
少

な
い
内
容
も
含
め
た
、
今
後

の
地
域
に
つ
い
て
を
考
え
る

問
を
設
定
し
ま
し
た
。

２５
今
後
、
第
６
支
会
で
は
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

を
参
考
に
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

▽
青
梅
市
自
治
会
連
合
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

http://

w
w
w
.om

e-rengou.jp/

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推

進
課

HP

団
体
「
お
そ
き
の
学
校
と
地

域
を
考
え
る
会
」
と
連
携
し

た
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

こ
と
を
加
え
、
今
年
度
は
小

曾
木
地
区
に
在
住
の
中
学
生

以
上
の
方
全
員
約
３
千
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
・
回
収

は
自
治
会
組
織
を
活
用
し
、

設
問
の
検
討
に
は
自
治
会
長

も
加
わ
っ
て
「
こ
れ
か
ら
も
小

曾
木
地
区
に
住
み
続
け
た
い

と
思
う
か
」、「
子
ど
も
に
は

地
域
に
住
ん
で
欲
し
い
と
思

う
か
」
な
ど
、
家
族
間
で
も
ふ

第
６
支
会
地
域
（
富
岡
・
小

曾
木
・
黒
沢
）
は
近
年
、
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

ま
す
。
昭
和

年
に
は
地
域

５６

の
七
小
は
全
校
児
童
数

人
５４５

で
し
た
が
、
現
在
は

人
に

１１０

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
は
、

自
治
会
の
隣
組
長
の
役
割
が

果
た
せ
な
い
た
め
自
治
会
を

脱
会
す
る
会
員
も
出
て
き
て

お
り
、
自
治
会
加
入
率
の
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
第
６
支
会
で
は
事
業
計

画
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉▲集計作業の様子

市市民協働事市民協働事業業

女 性 の た め の 初 め て の フ ラ ダ ン ス 教女 性 の た め の 初 め て の フ ラ ダ ン ス 教 室室

初めてのフラダンス体験！癒しのハワイアンソングに合わせてユラユラ。

気持ちよくからだを動かしてリフレッシュしてみませんか。

ひとりでも、親子でも参加できます。

日時 ３月１２日（日） 午前１０時３０分から

会場 東青梅市民センター

対象 ２０歳代～４０歳代の女性または親子（０歳児から可）

※託児はありません

講師 フラダンス教室プアエナOmeインストラクター 秋元和美氏

定員 先着１５組（予約制）

費用無料

服装・持ち物 動きやすい服装、タオル、飲み物

共催 ままにこっと、市市民活動推進課

申し込み 直接または電話☎２４－８１１０で東青梅市

民センターへ

※ままにこっとでは、ママや子ども、家族が楽しく

ためになる企画を定期的に開催しています。詳

しくは http://mamanicotto.jimdo.com/をご覧く

ださい。

HP

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事市民提案協働事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググババババババババババババババババババババレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習シッティングバレーボール国内審判講習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

日時 ３月１１日（土） 午後１時～５時（零時３０分受付開始）、１２（日）

午前１０時～午後３時３０分

会場 今井市民センター

対象 バレーボール経験があり、シッティングバレーボールの審判活動

に意欲がある方

※年齢・性別は問いませんが、認定および登録は１８歳以上からになります。

内容 シッティングバレーボールＢ級公認審判員資格取得講習会

※筆記試験あり

講師 （一社）日本パラ・バレーボール協会

定員 先着４０人（予約制）

※定員に満たない場合、当日参加可

費用 ２,０００円

※２０１６版シッティングバレーボール競技規

則を１部配布します。

※当日集金

持ち物 室内靴、タオル、飲み物、ホイッスル（筒型、太鼓型の２種類）

※１２日の昼食は各自ご用意ください。

その他 見学可（直接会場へ・室内靴をお持ちください）

申し込み ３月６日までに窓口に設置してある申込書に必要事項を記入

のうえ、直接スポーツ推進課（市役所６階）または総合体育館へ

※障がい者スポーツクラブＨＩＭＡＷＡＲＩ死sittingvb_2009_toshi@yah
ひ ま わ り

oo.co.jpへ電子メールでの申し込みも可

問い合わせ 市民提案協働事業・施設について…市市民活動推進課、市

スポーツ推進課 ▽競技について…障がい者スポーツクラブＨＩＭＡＷ

ＡＲＩ☎０９０－１４２８－６２７２

隊
」と
い
う
名
称
は
、
最
初
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
考
案

し
ま
し
た
。
会
員
は
自
治
会

の
回
覧
や
、
知
り
合
い
へ
声

を
か
け
て
募
り
、
現
在
は
２１

人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

春
祭
り
や
夏
祭
り
、
運
動

会
の
料
理
作
り
等
を
お
手
伝

い
し
、
今
で
は
「
エ
ヌ
・
ピ

ー
・
オ
ー
」
の
愛
称
が
定
着

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も「
で
き
る
人
が

で
き
る
時
に
無
理
な
く
楽
し

く
」の
思
い
で
地
域
の
た
め
に

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

河
辺
町
４
丁
目
自
治
会
で

は
、
昨
年
度
、「
ニ
コ
ニ
コ
プ

ラ
プ
ラ
お
助
け
隊
」（
通
称
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
と
い
う
女
性
有
志
の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
事
で
の
料
理

作
り
等
の
お
手
伝
い
は
自
治

会
役
員
が
声
を
か
け
て
、
人

を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
集

ま
っ
た
方
が
楽
し
そ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
る
様
子
を
見

て
、
そ
の
活
動
を
生
か
せ
な

い
か
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の

会
を
発
足
し
ま
し
た
。「
ニ

コ
ニ
コ
プ
ラ
プ
ラ
お
助
け

河河
辺
町
４
丁
目
自
治
会

河
辺
町
４
丁
目
自
治
会
がが

「「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
立
ち
上

Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
立
ち
上
げげ

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動

推
進
課

郷土博物館開館４０周年特別展
「青梅線開通１２０周年」より



（９）２９.２．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です

こんな活動をしています～二俣尾一丁目自治会こんな活動をしています～二俣尾一丁目自治会～～

二俣尾一丁目自治会では、「安心・関心二俣尾一丁目自治会では、「安心・関心見見

守り地区」として「のぼり旗」を設置し守り地区」として「のぼり旗」を設置し、、

意識の啓発を行うとともに、希望する全意識の啓発を行うとともに、希望する全世世

帯に「安心フラッグ」を取り付け、無事帯に「安心フラッグ」を取り付け、無事でで

あることの意思表示としてフラッグを毎あることの意思表示としてフラッグを毎朝朝

掲示し、夕方には収納する活動を１年を掲示し、夕方には収納する活動を１年を通通

じて行っていますじて行っています。。

安否確認には緊急連絡先情報が必要な安否確認には緊急連絡先情報が必要なたた

め、全世帯を個別訪問し理解を得るのにめ、全世帯を個別訪問し理解を得るのに苦苦

労しました労しました。。

このような活動を通じて、日常から会員が連携して相互の安否を確このような活動を通じて、日常から会員が連携して相互の安否を確認認

することで、災害時以外にもすることで、災害時以外にも「「共共に支えあいながら、いつまでも安心に支えあいながら、いつまでも安心しし
ととともも

て住み続けることのできる地区」を目指していますて住み続けることのできる地区」を目指しています。。

また、安心フラッグの設置確認以外にも、雨戸の開閉状況や夜間のまた、安心フラッグの設置確認以外にも、雨戸の開閉状況や夜間の灯灯

火状況など、互いの在宅状況に関心を持つようになったことで、防犯火状況など、互いの在宅状況に関心を持つようになったことで、防犯上上

の効果も期待されますの効果も期待されます。。

こんな活動をしています～第４支会こんな活動をしています～第４支会～～

夜間の地震等の災害発生にそなえて夜間の地震等の災害発生にそなえて、、

夜間避難訓練を実施しました夜間避難訓練を実施しました。。

想定・状想定・状況況

１ 夜間に大きな地震が発生、電話回１ 夜間に大きな地震が発生、電話回線線

は遮断され通信不可は遮断され通信不可能能

２ 地域住民は、サイレンの吹鳴後、２ 地域住民は、サイレンの吹鳴後、家家

族の安否・火元・戸締り・持ち出し族の安否・火元・戸締り・持ち出し品品

等の確認を行い、暗闇の中、避難路等の確認を行い、暗闇の中、避難路をを

確認しながら各地区の避難場所へ確認しながら各地区の避難場所へ避避

難難

３ 各自治会長等は、避難場所におい３ 各自治会長等は、避難場所においてて

無線機により避難人数等を本部へ無線機により避難人数等を本部へ報報

告告

４ 梅郷市民センターに梅郷地区災害対策本部を設置。各地区からの４ 梅郷市民センターに梅郷地区災害対策本部を設置。各地区からの避避

難状況等の報告を無線機により受信し把握・整理。停電のため、本難状況等の報告を無線機により受信し把握・整理。停電のため、本部部

は発電機による照明機器を設置し対は発電機による照明機器を設置し対応応

今回の訓練を通じ今回の訓練を通じてて

次の認識事項を持つことができ多くのことを学びました次の認識事項を持つことができ多くのことを学びました。。

１ 非常持ち出し品等を準備し、避難場所や避難方法の確認、家族の１ 非常持ち出し品等を準備し、避難場所や避難方法の確認、家族の安安

否確認方法等を決めておくこ否確認方法等を決めておくことと

２ 防災訓練等に参加し、隣近所同士での安否確認や救出・救助、初２ 防災訓練等に参加し、隣近所同士での安否確認や救出・救助、初期期

消火活動など、日頃から助け合える環境をつくるこ消火活動など、日頃から助け合える環境をつくることと

３ 万一の災害時には、「自分の身は自分で守る」（自助）、「近所同士３ 万一の災害時には、「自分の身は自分で守る」（自助）、「近所同士でで

助け合う」（共助）を考えておくこ助け合う」（共助）を考えておくことと

「青梅市自治会連合会と青梅市との連携基本協定」を締結しました

青梅市自治会連合会と市はさらなる

連携強化を図るため、１月１９日に青梅

市自治会連合会と青梅市との連携基本

協定を締結しました。

この協定は、青梅市自治会連合会およ

び市の連携強化に向けた基本的な事項

について定めるとともに、協働による取

り組みの指針を定めています。

自治会は行政と協働して防犯、防火防

災、交通安全、環境美化等の地域の課題

に取り組み、安全・安心かつ快適な地域

コミュニティの形成に大きく貢献して

きました。しかしながら、自治会加入率

は低下傾向にあり、地域コミュニティの希薄化が危惧されています。

今回の協定締結により、長年にわたり協力関係を積み重ねてきた自治

会連合会とのさらなる連携強化を図り、住民がともに支え合い、人と人

との絆が実感できるまち青梅を築くうえでのパートナーとして、協働に

よるまちづくりを推進します。

こんな活動をしていまこんな活動をしていますす

地域での清掃活動やごみの減量に向けた取り組みなど、清潔で快適地域での清掃活動やごみの減量に向けた取り組みなど、清潔で快適なな

地域づくりのための活動を行っています地域づくりのための活動を行っています。。

自治会へ送られてくる、市やその他行政機関からのお知自治会へ送られてくる、市やその他行政機関からのお知らら

せ、催しの情報などの回覧・掲示を行っていますせ、催しの情報などの回覧・掲示を行っています。。

地域のつながり

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
も
、
日
頃
の
お
つ
き
あ
い
が
大
切
で
す

災害に備え災害に備えてて

みんなの参加で実現する安全・安心のまみんなの参加で実現する安全・安心のまちち

▲

地
域
花
壇
の
整
備

▲

地
域
の
清
掃
活
動

青梅市自治会連合会は、青梅市と協働し安全・安心のまち青梅
の実現に向け取り組んでいます。

青梅市自治会連合会ホームページ http://www.ome-rengou.jp/HP

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

※ＱＲコードは㈱デンソー
ウェーブの登録商標です。

連合会会員特典事業
「すまいるカード」

必要です!! 自治会活動特集

環境美環境美化化

市などからの情報の共市などからの情報の共有有

見守り活見守り活動動

問い合わせ 市民活動推進課

自治会は地域コミュニティの中心です。自治会に加入しましょう自治会は地域コミュニティの中心です。自治会に加入しましょう！！
自治会は、地域の皆さんで自主的に活動している団体です。住みよい豊かな地域づくりのため、ふれあい活動自治会は、地域の皆さんで自主的に活動している団体です。住みよい豊かな地域づくりのため、ふれあい活動やや

防火防災・防犯など安全・安心の維持に取り組んでいます。いざというとき頼りになるのは「地域の力防火防災・防犯など安全・安心の維持に取り組んでいます。いざというとき頼りになるのは「地域の力」」です。です。

個個人では解決できない地域の課題について、みんなで考え、必要に応じて行政機関などと連携し、解決に努めて個人では解決できない地域の課題について、みんなで考え、必要に応じて行政機関などと連携し、解決に努めていいます。ます。

地域の課題への対地域の課題への対応応

地域のお祭り、高齢者の見守りなど、皆さん地域のお祭り、高齢者の見守りなど、皆さんのの

ふれあいの場を作っています。また、各種募金ふれあいの場を作っています。また、各種募金活活

動など動などのの社会福祉や助け合社会福祉や助け合いいに協力していますに協力しています。。

ふれあい・助け合い活ふれあい・助け合い活動動

各種団体にも協力していま各種団体にも協力していますす

自治会は、防火防災・防犯や交通安全自治会は、防火防災・防犯や交通安全、、

環境美化などの各種団体の活動にも協力環境美化などの各種団体の活動にも協力しし

て、安全・安心て、安全・安心なな地域地域づくりに取り組んでいますづくりに取り組んでいます。。

安 全 ・ 安 心 の た め安 全 ・ 安 心 の た め にに

▲

避
難
場
所
へ
多
く
の

地
域
の
住
民
が
避
難

▲

避
難
場
所
か
ら
無
線
機

に
よ
り
本
部
へ
報
告

▲

協
定
締
結
式
の
様
子

▲

安
心
フ
ラ
ッ
グ
の

取
り
付
け
活
動

▲

見
守
り
活
動

▲

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
に
よ
る
防
犯
活
動

▲

地
域
の
納
涼

盆
踊
り
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募
集
人
数

若
干
人

現
場
見
学
会

３

月

１

日

（
水
）
…
四
小
▽
２
日
（
木
）

…
五
小

午
後
３
時
か
ら

※
集
合
場
所
等
は
別
途
通
知

し
ま
す
。

※
応
募
す
る
方
は
必
ず
ど
ち

ら
か
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

面
接
日

３
月
３
日
（
金
）

※
面
接
の
時
間
等
、
詳
細
は

別
途
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み

２
月

日
ま
で

２４

に
住
所
、
氏
名
、
希
望
す

る
学
校
、
参
加
予
定
の
現

場
見
学
会
を
電
話
で
社
会

教
育
課
へ

情
熱
を
持
つ
方

※
年
齢
、
性
別
、
資
格
等
は

問
い
ま
せ
ん
。

事
業
内
容
等

▽
実
施
日
・
場
所

月
・
水
・

金
曜
日
の
う
ち
週
１
～
２

日
程
度
…
五
小
▽
水
曜
日

…
三
小
、
六
小
、
河
辺
小
、

新
町
小
、
今
井
小
▽
水
・
金

曜
日
…
四
小

▽
時
間

お
お
む
ね
午
後
１

時
～
５
時

※
実
施
時
間
は
学
校
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

※
夏
休
み
等
長
期
休
業
期
間

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
新
町
小
は
６
月
か
ら
新
規

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
放

課
後
に
小
学
校
施
設
を
利
用

し
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
活
動
で
き
る
場
所
を

提
供
す
る
、
お
う
め
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
夕
や
け
ラ
ン

ド
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
遊

び
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

を
行
う
４
月
以
降
の
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容

教
育
活
動
サ
ポ

ー
タ
ー
（
謝
金
１
時
間
９３２

円
）
…
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
確
保
、
一
緒
に
遊
ぶ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ポ
ー
ト

対
象

協
調
性
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

「
起
業
を
考
え
て
み
よ
う

か
な
。」
と
思
っ
て
も
、
い
ろ
ん

な
不
安
や
疑
問
が
付
き
ま
と

っ
て
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な

い
。そ
ん
な
方
々
に
向
け
て
、

お
う
め
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
初
心
者
向
け
基
礎
講
座

「
創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」を
開
講
し
ま
す
。

起
業
に
つ
い
て
少
し
で
も

お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
～

日
の

２５

土
・
日
曜
日
（
７
回
）

午

前

時

分
～
午
後
零
時

１０

３０

分
（
途
中
休
憩
あ
り
）

３０
※
各
日
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

会
場

お
う
め
創
業
支
援
セ

ン
タ
ー
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
！

（
東
青
梅
１
―
２
―
５
東

青
梅
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
１

階
）

対
象

起
業
を
お
考
え
の
方

費
用

１
講
座

円
（
４
講

５００

座
以
上
は
一
律
２
千
円
）

※
当
日
集
金

そ
の
他

講
座
内
容
等
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
同
支
援
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https

://w
w
w
.om

e-beg
in.c

om
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催

青
梅
商
工
会
議
所

共
催

青
梅
市
、
青
梅
信
用

金
庫

申
し
込
み

電
話
緯

・
２

８４

６
７
０
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
思

・
２
６
７
１
ま
た
は
お

８４う
め
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
同
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ

同
支
援
セ
ン

タ
ー
、
市
商
工
観
光
課

HP

創創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま

創
業
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
すす

「 新 選 組 」
（昭和４５年・１２２分）

上映日時 ２月２３日（木） 午後２時から
会場 市民会館ホール

出演 三船敏郎、小林佳樹、北大路欣也、司 葉子

ほか

監督 沢島 忠

入場無料 直接会場へ

主催 青梅懐かしの映画上映実行委員会

問い合わせ 商工観光課

第 １４６ 回

吹吹
上
しし
ょょ
う
ぶ
公

吹
上
し
ょ
う
ぶ
公
園園
ガ
イ
ドド
ボボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集集

講
習
会
日
程
・
内
容
・
場
所

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み

３
月
３
日
ま
で

に
電
話
で
商
工
観
光
課
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時

を
行
い
ま
す
の
で
、
花
し
ょ

う
ぶ
に
詳
し
く
な
い
方
で
も

大
丈
夫
で
す
。
人
と
話
す
こ

と
が
好
き
な
方
や
植
物
が
好

き
な
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

満

歳
以
上
で

１８

講
習
会
お
よ
び
ガ
イ
ド
活

動
（
ま
つ
り
期
間
中
に
５

日
間
程
度
）
に
参
加
で
き

る
方

実
施
場
所

吹
上
し
ょ
う
ぶ

公
園
（
吹
上

）
４２５

内
容

公
園
内
の
花
し
ょ
う

ぶ
と
そ
の
他
動
植
物
、
公

園
施
設
と
周
辺
案
内
な
ど

募
集
人
員

５
人
程
度

５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か

け
て
開
催
す
る
「
吹
上
花
し

ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
で
、
来
園
者

に
花
し
ょ
う
ぶ
の
ガ
イ
ド
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

事
前
に
先
輩
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
講
習
会

講習会日程

場所内容日程

市役所２階２０４会議室
概要説明 ▽ 花しょうぶ
の構造、特性 ▽花しょう
ぶの系統と栽培の歴史

３月２４日（金）
午前１０時～正午

市役所会議室
ガイド全体打ち合わせ会

▽先輩ガイドとの交流
４月中旬

市役所会議室
花しょうぶ栽培の基礎

▽ ガイド実践Ｑ＆Ａ ▽

公園周辺の観光資源
５月上旬

吹上しょうぶ公園ガイド全体講習会５月中旬

吹上しょうぶ公園
花しょうぶの年間管理

▽株分け実習
７月上旬～中旬

※４月以降の日程については、参加者と調整のうえ決定します。ま
た、内容および場所は一部変更になる可能性があります。

は
、
こ
れ
を
作
っ
た
時
代
が

あ
る
程
度
定
住
と
い
う
安
定

し
た
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
作
成
に
お
け
る
技
術

的
な
面
で
も
大
変
た
け
た
人

物
が
い
た
こ
と
、
加
え
て
土

器
に
描
か
れ
た
人
体
像
が
当

時
の
何
ら
か
の
社
会
的
事
情

を
表
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
内
容
を
後
世
の

私
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
さ
せ
ま

す
。こ

の
土
器
は
、
郷
土
博
物

館
「
青
梅
市
の
文
化
遺
産
」
コ

ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

緯

・
６
８
５
９

２３

た
、
反
対
側
の
口
縁
部
に
は

髪
の
毛
を
束
ね
た
よ
う
な
渦

巻
き
紋
が
反
時
計
回
り
に
太

い
隆
帯
で
く
っ
き
り
と
描
か

れ
て
お
り
、
そ
ろ
ば
ん
玉
の

よ
う
な
下
部
は
人
が
両
膝
を

抱
え
て
座
っ
た
所
を
背
後
か

ら
見
た
臀
部
を
表
し
て
い
る

で
ん

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
市
内
で

発
掘
さ
れ
た
土
器
の
中
で
は
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
く
、

人
体
紋
土
器
と
し
て
は
っ
き

り
と
確
認
が
で
き
、
ほ
ぼ
完

全
な
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
他

に
は
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
外
の
地
域
で
も

同
じ
要
素
を
持
っ
た
人
体
紋

土
器
が
発
掘
さ
れ

て
お
り
、
比
較
す

る
こ
と
で
欠
け
た

部
分
の
復
元
像
の

推
測
は
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

設
置
し
て
利
用

す
る
と
い
う
生
活

の
一
端
を
表
す
こ

の
土
器
の
存
在

が
一
切
無
く
、
文
様
は
人じ

ん

体た
い

紋
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
土

も
ん器

そ
の
も
の
を
人
体
に
見
立

て
、
身
体
の
部
分
を
器
面
に

表
し
て
い
る
土
器
で
す
。

具
体
的
に
は
、
口
縁
部
の

正
面
に
は
、
人
面
装
飾
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
欠

損
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
す
ぐ
下
は
「
ミ
ミ
ズ
ク

把
手
」
と
呼
ぶ
取
っ
手
が
付

と
っ
て

き
、
そ
の
下
の
両
側
に
は
乳

房
と
思
わ
れ
る
２
つ
の
突
起

が
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
胴
部

に
は
フ
ォ
ー
ク
状
の
３
本
の

指
を
付
け
た
腕
が
隆

り
ゅ
う

帯
に
よ

た
い

り
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

３
本
の
指
に
よ
る
表
現
は
市

外
か
ら
の
出
土
例
も
多
く
あ

り
、
特
殊
な
意
味
を
持
た
せ

る
た
め
に
３
本
で
表
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

東
青
梅
に
あ
る
大
塚
山
の

山さ
ん

麓
南
東
に
位
置
す
る
大
塚

ろ
く

山
遺
跡
は
、
今
か
ら
約
５
千

年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺

跡
で
す
。

昭
和

年
代
末
、
道
路
の

４０

下
水
道
工
事
で
、
竪た

て

穴
住
居

あ
な

跡
の
一
部
と
そ
れ
を
埋
め
る

よ
う
な
状
態
で
多
く
の
縄
文

土
器
の
か
け
ら
や
石
器
類
が

出
土
し
ま
し
た
。
後
日
、
土

器
の
か
け
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
６
個
体
分
を
復
元
し
た

中
に
写
真
の
よ
う
な
深
鉢

（
甕
）
が
あ
り
ま
し
た
。

か
め

高
さ

・
８
唖
と
大
変
大
き

６２

く
、
口

径
（
外

径
）

・
８

４７

唖
、
口
縁
部
の
厚
さ
は
２
唖
、

重
さ

・
９
茜
と
、
手
軽
に
運

１３

べ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
土
器
の
特
徴
は
縄
文

大大
塚
山
遺
跡
の
縄
文
式
土

大
塚
山
遺
跡
の
縄
文
式
土
器器

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴
也也

青

梅

市

の

文

化

遺

産

２

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
、

工
芸
な
ど
中
学
校
生
徒
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

２
月

日
（
金
）
～

２４

３
月
２
日
（
木
）

午
前
１０

時
～
午
後
６
時

※

日
は
午
後
２
時
か
ら
、

２４２
日
は
午
後
４
時
ま
で

会
場

中
央
図
書
館
多
目
的

室
観
覧
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

指
導
室
指
導

係

青

梅

市

中

学

校

美

術

作

品

展

お
う
め
放放
課
後後
子
どど
も
教

お
う
め
放
課
後
子
ど
も
教
室室

「「
夕
や
け
ラ
ンン
ド
」
ス
タ
ッ
フフ
募

「
夕
や
け
ラ
ン
ド
」
ス
タ
ッ
フ
募
集集



（１１）２９.２．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です

市立美術館では、公募展｢ビエンナーレ ＯＭＥ２０１７｣の入

選作品３０点を展示する展覧会を開催します。

５回目となる今回は、７６点の作品が集まりました。前回と

比べて応募点数が１９点増え、作品のレベルも総じて高いもの

となりました。

審査の結果、３０点の作品が入選し、そのうち大賞１点、準

大賞１点、佳作３点、特別賞１点が次のとおり決定しました。

初出品、初入選の方も多く、新鮮な顔ぶれが目立つ結果と

なりました。（敬称略）

展覧会にぜひお越しください。

大賞 浅野遊子《精霊》

準大賞 小林明日香《波》

佳 作 土方朋子《つたふ》

守谷芳雄《花》

春日佳歩《忘れたもの》

特別賞 鹿野裕介《自然界における罪の所在について

の考察》
会期 ２月２５日（土）～３月２０日（祝）

休館日 月曜日

時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

観覧料 大人２００円、小・中学生５０円

※障害のある方（障害者手帳提示）、市内在住の６５歳以上の

方（免許証・保険証など住所・年齢を確認できるものを一

人ずつ提示。シルバーパス・診察券は不可）は無料です。

※市内の小・中学生は土曜日無料

問い合わせ 市立美術館緯２４－１１９５

○臨時休館のおしらせ

２月２４日（金）まで展示替え等のため臨時休館します。

公公募展｢ビエンナーレ ＯＭ公募展｢ビエンナーレ ＯＭＥＥ２２０１７｣０１７｣

入 選 作 品入 選 作 品 展展

▽

大
賞
作
品

アクリル画 １００.０cm×１５０.０cm

持
ち
物

筆
記
用
具

共
催

（
公
財
）
青
梅
佐
藤
財

団
申
し
込
み

電
話
で
社
会
教

育
課
へ

会
場

釜
の
淵
市
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生

※
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同

伴
講
師

国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
活

断
層
・
火
山
研
究
部
門
大

規
模
噴
火
研
究
グ
ル
ー
プ

伊
藤
順
一
氏
・
高
田

亮

氏
定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

３０

費
用
無
料

日
用
品
を
使
っ
て
噴
火
を

再
現
！

マ
グ
マ
上
昇
か
ら
噴
火
過

程
、
溶
岩
流
の
流
れ
方
や
火

山
灰
の
広
が
り
方
の
仕
組
み

を
ア
ナ
ロ
グ
実
験
で
安
全
に

体
験
し
ま
す
。

日
時

３
月

日
（
日
）

午

１２

後
２
時
～
４
時

飛
び
出
せ
！
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ッ
ズ
～
冬
～

ア
ナ
ロ
グ
実
験
で
楽
し
む
噴
火
の
謎

国立新美術館で開催される国立新美術館開館１０周年・チェコ文化年事業「ミュシャ展」

に関連する文化講演会「ミュシャ展の見どころ―《スラブ叙事詩》を中心に」をＮＨＫと

共催で開催します。

アール・ヌーヴォーを代表する芸術家ミュシャの最大にして最高傑作といわれる「スラ

ブ叙事詩」をチェコ国外では世界で初めて２０点すべて展示します。

本講演会ではこの貴重な企画展の見どころを解説します。

講演会参加者には「ミュシャ展」〈会期 ３月

８日（水）～６月５日（月）〉の招待券を差し上

げます。

日時 ３月２９日（水） 午後７時～８時３０分

会場 市役所２階会議室

講師 国立新美術館研究補佐員 西 美弥子氏

定員 １５０人（抽選）

費用無料

持ち物 筆記用具

申し込み ３月３日（必着）までに往復ハガキ

に〈往信裏〉「ミュシャ展」関連文化講演会、代

表者とお連れの方の住所、氏名、電話番号〈返

信表〉代表者の住所、氏名を記入し、〒１９８－

８７０１青梅市教育委員会ミュシャ展関連文化

講演会担当へ

※ハガキ１枚につき３人まで申し込み可

※結果は３月１５日ごろ送付

※応募者多数の場合は市内在住の方を優先しま

す。

問い合わせ 社会教育課

国立新美術館開館１０周年・チェコ文化年事国立新美術館開館１０周年・チェコ文化年事業業

「 ミ ュ シ ャ「 ミ ュ シ ャ 展展 」」 関 連 文 化 講 演関 連 文 化 講 演 会会

▲

実
験
の
様
子

花 の あ と市市 民 映 画市 民 映 画 会会

時代小説を数多く残した藤沢周平の作品から、今回は

海
うな

坂藩を舞台にした本作を上映します。ぜひご鑑賞くだ
さか

さい。

日時 ３月４日（土） ①午前１０時から②午後２時から（上

映時間１０７分）

※開場は各回とも上映３０分前

会場 市民会館ホール

出演 北川景子、甲本雅裕、宮尾俊太郎、市川龜治郎 ほ

か

定員 ５８５人（入れ替え制）

入場無料（全席自由） 直接会場へ

※駐車台数に限りがありますので、なるべく公共交通機

関をご利用ください。

問い合わせ 市民会館緯２２－１１３１

皆さんには、素の自分で居られて、安心できる場所はありますか？

「話をしたいときは話ができ、人とのつながりを感じながら好きなことができる」そんな「地

域の居場所」についてワークショップを行います。

市では、地域の高齢者や子育て世代が気軽に立ち寄り、楽しむことができる地域の居場所とし

て多世代交流の場作りを目指しています。

この場所でこんなことができたらいいな、自分だったらこんなことができるなど、地域の居場

所の具体化に向けて、みんなで考えてみませんか。

日時 ３月９日（木） 午後６時～９時

会場 市役所２階喫茶コーナー

対象 居場所作りに興味がある方、居場所について語

りたい方、居場所が欲しい方

ファシリテーター チームＵＤＯＮ

定員 先着３０人（予約制）

費用 ３００円（お茶・お菓子代）

申し込み 住所、氏名、電話番号を電話、ファックス思

２２－９８３５または電子メール死div7050@city.ome.

tokyo.jpで社会教育課へ

青 梅 ま ち づ く り 工 房 × ぷ ら っ と カ フ青 梅 ま ち づ く り 工 房 × ぷ ら っ と カ フ ェェ

～ 君 の 居 場 所～ 君 の 居 場 所 。。 お う め 版 多 世 代 交 流 と は ？お う め 版 多 世 代 交 流 と は ？ ～～
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デ
イ
ジ
ー
図
書
（
録
音
図
書
）

は
活
字
を
音
声
に
し
た
録
音
図

書
で
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

で
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
中
央
図
書
館
で

所
蔵
し
て
い
な
い
デ
イ
ジ
ー
図

書
も
、
全
国
の
点
字
図
書
館
な

ど
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

デ
イ
ジ
ー
図
書
を
聞
く
た
め

に
は
、
専
用
の
再
生
機
が
必
要

で
す
が
、
中
央
図
書
館
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生

機
の
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
安
価
で

購
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
障
が
い
者
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新

着

デ

イ

ジ

ー

図

書

▼
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
や
つ
」

（
朝
日
新
聞
学
芸
部
編
）

▼
「
三
人
孫
市
」（
谷
津
矢
車
著
）

▼
「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」
自
己
啓

発
の
源
流
「
ア
ド
ラ
ー
」
の

教
え
（
岸
見
一
郎
・
古
賀
史

健
著
）

▼
「
決
戦
！
関
ヶ
原
」（
伊
東
潤

他
著
）

▼
「
は
じ
め
て
の
短
歌
」（
穂
村

弘
監
修
）

点
字
図
書
は
、
図
書
館
の
利

用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
中
央
図
書
館
で
所

蔵
し
て
い
な
い
点
字
図
書
も
、

全
国
の
点
字
図
書
館
な
ど
か
ら

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

新

着

点

字

図

書

▼
「
小
さ
な
幸
せ

こ
」（
よ
し

４６

も
と
ば
な
な
著
・
全
３
巻
）

▼
「
私
た
ち
の
挑
戦
～
企
業
で

働
く
視
覚
障
害
者
の
事
例
集

～
」（
東
京
都
盲
人
福
祉
協
会

青
年
部
編
・
全
２
巻
）

▼
「
ト
ン
ネ
ル
の
森
１
９
４
５
」

（
角
野
栄
子
著
・
全
２
巻
）

▼
「
神
坐
す
山
の
物
語
」（
浅
田

次
郎
著
・
全
３
巻
）

▼
「
私
の
息
子
は
サ
ル
だ
っ
た
」

（
佐
野
洋
子
著
）

デ

イ

ジ

ー

図

書

点

字

図

書

中中
央
図
書

中
央
図
書
館館館

ハ
ン
デ

ハ
ン
デ
ィィ
キ
ャ
ッ
ププ
サ
ー
ビ

キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
スス

問
い
合
わ
せ

中
央
図
書

問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館館
緯緯

・
６
５
４
３

・
６
５
４
３

２２２２

▲図書館妖怪樺ち～のん

（青梅市図書館公認キャラクター）

１９,０００人の
市民ランナーへ

熱い声援を！

★１０キロの部

午前９時３０分スタート

★３０キロの部

午前１１時３０分スタート 深山橋 奥多摩駅
入口

古里

川井駅御嶽駅

沢井駅
軍畑駅軍畑駅

御嶽神社入口
アメリカキャンプ村

摩
多
奥

路
道
遊
周

四
郷
梅

和田二

畑中

二俣尾駅
石神前駅
日向和田駅

宮の平駅

青梅坂トンネル

勝沼

市民会館南

万年橋

長淵七 吉 野 街 道吉 野 街 道

四小前

根ヶ布

村
菅
小
至

三頭橋三頭橋

原
日
至

橋
川
氷

橋
川
氷

駅
摩
多
奥

橋
大
摩
多
奥

橋
大
摩
多
奥

橋
岳
御

橋
岳
御

橋
大
畑
軍

橋
大
畑
軍

橋
摩
多
奥

橋
摩
多
奥

神代橋神代橋

館
会
民
市

東青梅二

橋
世
万

橋
世
万橋

大
沢
海

橋
大
沢
海

橋
大
門
将

橋
大
門
将

和田橋和田橋
三
田
和
向
日

千ヶ瀬五

調布橋調布橋 下奥多摩橋下奥多摩橋

東青梅六

東青梅三

東青梅駅

武蔵五日市駅

秋
川
街
道

深山橋

古里駅

１０キロ折返し点
３０キロ折返し点

多摩川 青梅総合病院

総合
体育館

市民
球技場

30キロフィニッシュ

五日市街道
武蔵五日市駅前

秋川

二宮本宿

奥多摩街道

友田

満地トンネル

多摩川橋

小作坂下

小作坂上

小作駅小作駅

新町
桜株

青梅街道

青梅新町

物見塚

青梅 I. C.
藤橋

七日市場

橋
子
金

南峰

藤橋北 圏

阿須
岩井堂
両郡橋

飯能市

小曾木
街道

大門

大門二

野上二

今寺

野上

五
梅
青
東

河辺

東青梅四

東
辺
河

日の出 I.C.

青梅駅

青梅
市役所

10キロ
フィニッシュ

スタート
10キロ 9：30
30キロ 11：30

寒念橋黒沢二

吹上トンネル
坂下橋

成木市民センター

小沢トンネル

滝成トンネル

佐藤塚

松の木
トンネル

名栗

Ｂ
Ｐ
摩
多
奥

愛宕大橋

多摩川

成木街道
入口

河辺駅

●ドローンの使用はご遠慮ください。
●交通規制・う回路については現場警察官
の指示に従ってください。

●ロードバイク、マウンテンバイク等の
自転車も規制の対象となります。

駐車禁止にご協力ください
ご注意ください
市内の各定期バスは、マラソンコースを中心に一部休止や停留所が変わるところがあります。
タクシーはマラソンコースを中心に交通規制区域の運行に制限があります。

三小では、５年生が起

業家教育に取り組み、多

摩産ヒノキを使ったオリ

ジナルストラップを制作

しました。デザインは、

「ラッキームササビ」と

「青梅のみりょく」の２種

類で、梅の里や青梅マラソンなどの青梅の魅力や、青梅を

好きになってほしいという思いが込められています。

第５１回青梅マラソン大会で青梅マラソンストラップと合

わせて販売しますので、お楽しみに！

販売日 ２月１９日（日） スタート時間前から販売開始予定

販売場所 総合体育館企業テントブース（３０キロの部ゴー

ル地点）、市役所前広場（１０キロの部ゴール地点）

商品・価格 三小デザイン２種類と青梅マラソンデザイン

の３個セット・１,０００円

※各販売場所３００セット（予定）、無くなりしだい終了

問い合わせ 三小☎３１－７２６６

青梅の魅力を全国にＰ青梅の魅力を全国にＰＲＲ
三小５年生三小５年生ががオリジナルストラップ制オリジナルストラップ制作作

３０キロの部

スペシャルスターター決定
第５１回青梅マラソン大会の３０キロの

部スペシャルスターターは、大会スペシ

ャルゲストの高橋尚子さんに決定しまし

た。今年も、１万９,０００人のランナーの

スタートをＱちゃんスマイルで盛り上げ

ます！

ゲストに青梅市親善大使

篠原ともえさん
タレントで、青梅市親善大使の篠原と

もえさんが、青梅マラソン大会の応援に

駆けつけます。大会当日は１０キロの部

および３０キロの部のランナーへの激励

の声援を送るなどして、大会を盛り上げ

ます！

ＡＯＳＹＮスペシャルトークショー
１８日（土）の午後２時１０分ごろから、総合体育館第１スポーツホールで開会式後に

大会スペシャルゲストの高橋尚子さんと招待選手によるトークショーを開催します。

オリンピック金メダリストと話題の選手達との夢の対談。どんな話が聞けるかは、

当日のお楽しみです。参加無料ですので、ぜひお越しください。

▼高橋尚子さん（２０００年シドニーオリンピック金メダリスト、第３５回記念青梅マラソ

ン大会優勝）

▼押川裕貴選手（トヨタ自動車九州：第５０回記念青梅マラソン大会３０キロの部男子優

勝）

▼神野大地選手（コニカミノルタ：２０１７年全日本実業団駅伝４区７位）

▼鷲見梓沙選手（ユニバーサルエンターテインメント：２０１５年北京世界陸上５,０００ｍ日

本代表）

問い合わせ スポーツ推進課

ୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈ ̑̑̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑̑ ճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճ੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨੨കകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകകϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϚϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥϥιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιιϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯϯେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେେձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձձ ݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄݄̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̎̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̍̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕̕ ೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔ʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢʢ೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔೔ʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣʣ

２０キロ給水地点でゆず饅頭を配布
今大会では、青梅菓子工業組合ご協

力のもと、２０キロ給水地点にて、ゆず

饅頭を３０キロの部のランナーに配布し

ます。これを食べて、完走を目指しま

しょう！（数に限りがあります。）



携帯電話やパソコンの電子メールを利用して、市から防犯情報、行政情報、防災情報等を提供しています。
登録…右記アドレスを入力またはＱＲコードから空メールを送信後、登録サイトに接続

登録用メールアドレス ome@mpx.wagmap.jp

ＱＲコード（ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）葛
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（１３）

２９.２．１５ 広報おうめ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
事
業

☆
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
サ
ロ
ン
…
３
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
▽
就
労
・
生

き
が
い
支
援
（
パ
ソ
コ
ン
指

導
）、
農
業
サ
ロ
ン
の
日
程
を

発
表
☆
手
作
り
サ
ロ
ン
…
３
月

８
日
（
水
）

午
後
１
時

分
～

３０

４
時
▽
生
き
が
い
支
援
（
木
で

作
る
ブ
ロ
ー
チ
や
壁
掛
け
・
折

り
紙
等
の
制
作
）
☆
い
ず
れ
も

…
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ

る
方
、
高
齢
者
▽
初
参
加
者
無

料
、
２
回
目
以
降
会
員
制
（
年

度
会
費
２
千
円
※
材
料
代
別

途
）
▽
直
接
会
場
へ

●
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
教
室

３
月

日
（
土
）、

１１

日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

２５
分
※
午
後
零
時

分
に
東
青

３０

４０

梅
駅
改
札
口
前
に
迎
え
あ
り
▽

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
視
覚
障
害
の

あ
る
初
心
者
▽
画
面
が
見
え
な

く
て
も
便
利
に
パ
ソ
コ
ン
利
用

▽
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青

梅
指
導
▽
先
着
２
人
▽
費
用
無

料
▽
古
矢
緯

・
１
５
５
２
・

０９０

７
０
５
０
へ
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

緯

・
７
１
６
３

２３
思

・
７
１
６
５

２３

郵
送
…
〒

―
０
０
４
２
青
梅

１９８

市
東
青
梅
１
―

―
３

１７７

●
「
葉
っ
ぱ
」
工
作
教
室

２

月

日
（
木
）

午
後
１
時

分

２３

３０

～
３
時

分
▽
梅
郷
市
民
セ
ン

３０

タ
ー
▽
シ
ュ
ロ
の
葉
で
動
物
や

カ
エ
ル
等
を
作
る
▽
多
摩
・
梅

の
里
自
然
の
会
指
導
▽
費
用
無

料
▽
材
料
、
道
具
は
用
意
し
ま

す
▽
直
接
会
場
へ
▽
久
保
緯

・
１
２
６
５

７６●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談

３
月
１
日

（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
▽
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る

方
、
高
齢
者
▽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

白
井
利
明
氏
、
大
澤
洋
子
氏
▽

先
着
３
人
▽
来
場
の
場
合
は
無

料
、
訪
問
相
談
は

円
▽
ボ
ラ

５００

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
み

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

☆

体

協

だ

よ

り

緯

・
０
８
２
７

２２

●
ジ
ュ
ニ
ア
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
教

室

３
月
４
日
（
土
）、

日
１８

（
土
）、

日
（
土
）〈
３
回
〉

２５

午
後
６
時

分
～
８
時

分

３０

３０

（
６
時

分
受
付
開
始
）
▽
総
合

１５

体
育
館
▽
市
内
在
住
の
小
学
生

（
保
護
者
の
送
迎
ま
た
は
同
伴

が
可
能
な
方
）
▽

人
（
抽
選
）

６０

▽
費
用
無
料
※
け
が
等
は
自
己

責
任
で
お
願
い
し
ま
す
▽
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
、
室
内
用
の

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
持

参
▽
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
連
盟
主

催

▽
２
月

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
〈
往
信
裏
〉

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
年
、

ふ

り

が

な

電
話
番
号
〈
返
信
表
〉
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒

―
０
０

１９８

５
３
青
梅
市
駒
木
町
２
―

高
１４１

野
富
美
子
緯

・
１
５
３
４
・

０９０

５
４
７
０
へ
申
し
込
み

●
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

３

月

日
（
日
）、
４
月
１
日
（
土
）

２６
の
午
後
１
時
～
２
時
、
３
月
２７

日
（
月
）
～

日
（
木
）
の
午

３０

後
零
時

分
～
１
時

分
▽
オ

３０

３０

ソ
キ
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
▽
市
内

在
住
の
小
学
生
～
高
校
生
▽
各

日
先
着
６
人
▽
費
用
無
料
▽
運

動
で
き
る
服
装
、
ク
ラ
ブ
・
グ

ロ
ー
ブ
（
お
持
ち
の
方
）
持
参

▽
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
▽
同
セ

ン
タ
ー
緯

・
６
３
７
０
へ
申

７４

し
込
み

○
体
協
事
務
局
の
受
付
時
間
○

平
日
…
午
前

時
～
午
後
４
時

１０

土
曜
日
…
午
前

時
～
正
午

１０

（
水
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

サ
ー
ク
ル

大
城
緯

・
４
３

０８０

２
９
・
３
７
７
７

●
英
会
話

第
１
・
３
水
曜
日

午
後
７
時

分
～
９
時
▽
長
淵

３０

市
民
セ
ン
タ
ー
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ

キ
ス
ト
を
使
用
し
て
イ
デ
ィ
オ

ム
等
を
学
ぶ
▽
ブ
レ
ン
・
シ
ュ

ラ
―
氏
指
導
▽
若
干
人
▽
月
額

３
千
円
▽
上
長
渕
英
会
話
サ
ー

ク
ル

犬
童
緯

・
３
４
６
７
・

い
ぬ
ど
う

０８０

３
５
９
２

●
い
け
花

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
６
時
～
９
時
▽
河
辺
市
民

セ
ン
タ
ー
▽
月
額
２
千

円
、

５００

１
回
１
千
円
（
花
代
）
▽
い
け

花
サ
ー
ク
ル

篠
藤
緯

・
３

し

の

と

う

２４

９
８
５
（
午
後
６
時
以
降
）

●
お
し
ゃ
べ
り

第
１
・
３
土

曜
日

午
後
１
時
か
ら
▽
総
合

体
育
館
▽
年
額
１
千
円
▽
有
言

有
情
・
風
の
お
し
ゃ
べ
り
会

矢
田
部
緯

・
９
３
８
２

２４

●
囲
碁

土
曜
日

午
後
１
時

～
５
時
▽
今
井
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
半
年
額

円
▽
初
心
者
歓
迎

７００

▽
今
井
囲
碁
倶
楽
部

大
石
緯

・
４
１
４
８
・
７
２
０
８

０８０●
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル

第
１

日
曜
日

午
後
１
時
～
３
時
▽

今
井
市
民
セ
ン
タ
ー

ほ
か
▽

１
回
１
人

円
▽
保
護
者
も
参

３００

加
可
▽
Ｆ
Ｃ
リ
ベ
ロ

志
田
緯

・
９
４
５
５
・
５
８
６
１

０８０☆

そ

の

他

●
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し

出
し

月
～
土
曜
日

午
後
６

時
～
９
時
、
日
曜
日

午
前
９

時
～
午
後
５
時
※
４
月
１
日
か

ら
貸
し
出
し
開
始
（
行
事
等
開

催
予
定
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

大
洋
園
内
▽
市
民
の
団
体
▽
集

会
、
会
議
、
学
習
、
懇
談
、
サ

ー
ク
ル
活
動
等
に
使
用
可
▽
費

用
無
料
▽
使
用
規
程
あ
り
▽
同

園

茂
木
☎

・
３
６
６
６

３１

授

広
木
克
行
氏
▽

円
▽
市

３００

教
育
委
員
会
後
援
▽
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

河
村

こ
う

む
ら

緯

・
４
５
２
４
・
６
６
７
６

０９０
へ
申
し
込
み

●
大
正
琴
演
奏
会

３
月

日
１２

（
日
）

午
後
１
時

分
開
演
▽

３０

市
民
会
館
▽
入
場
無
料
▽
直
接

会
場
へ
▽
琴
伝
流
青
梅
コ
ス
モ

ス
琴
の
会

村
上
緯

・
４
８

２２

９
７

●
め
っ
た
に
聞
け
な
い
教
科
書

の
実
態

２
月

日
（
日
）

午

２６

後
１
時

分
～
４
時

分
▽
福

３０

３０

祉
セ
ン
タ
ー
▽
教
科
書
検
定
の

話
と
懇
談
▽
寺
川

徹
氏
講
師

▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場
へ
▽

子
ど
も
子
育
て
懇
談
会

杉
山

緯

・
１
３
３
１

７６
☆

会

員

募

集

●
幼
児
運
動
遊
び

第
１
・
２
・

４
月
曜
日

午
前

時
～

時

１０

１１

分
▽
長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

１０２
歳
以
上
の
親
子
▽
運
動
遊

び
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
等
▽
月
額

３
千

円
☆
無
料
体
験
…
３
月

５００

６
日
（
月
）

午
前

時

分
～

１１

３０

午
後
零
時

分
・

日
（
月
）、

１０

２７

４
月
３
日
（
月
）

午
前

時
～

１０

時
▽
長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

１１親
子
で
上
履
き
持
参
▽
直
接
会

場
へ
▽
シ
ュ
ガ
ー
キ
ッ
ズ

佐

藤
緯

・
０
６
８
４

２１

●
社
交
ダ
ン
ス

月
曜
日

午

後
６
時
～
８
時
※
３
月
か
ら
活

動
開
始
▽
総
合
体
育
館

ほ
か

▽
ス
ト
レ
ッ
チ

分
、
ラ
テ
ン

３０

分
、
モ
ダ
ン

分
▽
佐
藤
健

４５

４５

一
氏
指
導
▽
月
額
３
千
円
、
入

会
金
１
千
円
▽
フ
レ
ン
ズ

石

井
緯

・
６
５
７
３
・
７
７
８
６

０７０

●
社
交
ダ
ン
ス

月
曜
日

午

後
７
時

分
～
８
時

分
▽
総

１５

１５

合
体
育
館
▽
幼
児
以
上
▽
鏡

陽
司
氏
指
導
▽

人
▽
月
額
４

１０

千
円
▽
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ダ
ン
ス

の
講
演
▽
同
連
合
会
（
ジ
ョ
イ

ン
ト
ワ
ー
ク
ひ
こ
ば
え
内
）

小
峰
緯

・
８
７
５
７
ま
た
は

３２

思

・
７
２
９
３
へ
申
し
込
み

３２
●
三
校
合
同
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
▽
三
中
▽
三

小
、
今
井
小
、
三
中
に
よ
る
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
青
峰

学
園
出
演
▽
先
着

人
▽
入
場

５００

無
料
▽
靴
を
入
れ
る
袋
、
上
履

き
持
参
▽
直
接
会
場
へ
▽
三
小

宮
部
緯

・
７
２
６
６

３１

●
五
校
合
同
演
奏
会

３
月
４

日
（
土
）

午
後
１
時

分
開
演

３０

▽
四
小
▽
四
小
、
一
中
、
霞
台

中
、
吹
上
中
、
青
梅
総
合
高
校

出
演
（
銀
河
鉄
道

ほ
か
）

９９９

▽
入
場
無
料
▽
靴
を
入
れ
る

袋
、
上
履
き
持
参
▽
直
接
会
場

へ
▽
一
中

滝
瀬
緯

・
７
２

２２

８
１

●
日
本
国
憲
法
の
「
今
」
と

「
明
日
」
を
考
え
合
い
ま
し
ょ
う

３
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
～

４
時

分
▽
東
青
梅
市
民
セ
ン

３０

タ
ー
▽
先
着

人
▽
費
用
無
料

３０

▽
直
接
会
場
へ
▽
青
梅
・
霞
台

九
条
の
会

樋
口
緯

・
３
２

２４

６
９

●
梅
の
里
ひ
な
人
形
め
ぐ
り
と

玉
堂
美
術
館

３
月

日
（
日
）

１２

午
前

時
～
午
後
３
時
▽
梅
郷

１０

地
区

ほ
か
▽
先
着

人
▽
２

１５

千
円
（
昼
食
代
、
保
険
代
、
バ

ス
代
、
入
館
料
含
む
）
▽
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒

―
０
０
６
３
青
梅
市

１９８

梅
郷
５
―
１
０
１
２
―
１
越
前

和
子
へ
申
し
込
み
▽
詳
細
は
ハ

ガ
キ
で
通
知
▽
幾
代
会

越
前

い
く

よ

緯

・
０
５
５
６

７７
●
子
ど
も
は
育
ち
な
お
し
の
名

人

３
月

日
（
日
）

午
後
１

１２

時
～
４
時

分
▽
福
祉
セ
ン
タ

３０

ー
▽
不
登
校
に
関
す
る
講
演
と

公
開
相
談
▽
神
戸
大
学
名
誉
教

４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
と
保

護
者
▽
各
回

組
▽
費
用
無
料

１２

▽
上
履
き
持
参
▽
同
園

築
山

☎

・
２
１
２
１
へ
申
し
込
み

２１
☆

催

し

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
も
え
ぎ

２
月

日
、
３
月

日
、
４
月

日

２２

２２

２６

の
水
曜
日

午
前

時
～

時

１０

１１

分
▽
釜
の
淵
市
民
館
▽
季
節

３０の
歌
を
楽
し
む
▽
小
嶺
裕
子
氏

指
導
▽
１
回

円
▽
男
性
歓
迎

５００

▽
直
接
会
場
へ
▽
も
え
ぎ

浜

中
緯

・
１
５
５
７

２２

●
武
宮
陽
光
六
段
に
よ
る
大
盤

解
説
会

２
月

日
（
金
）

午

２４

後
１
時
～
５
時
▽
東
青
梅
市
民

セ
ン
タ
ー
▽
第

期
棋
聖
戦
井

４１

山
六
冠
と
河
野
臨
九
段
の
対
局

▽
先
着

人
▽
費
用
無
料
▽
直

５０

接
会
場
へ
▽
囲
碁
コ
ス
ミ
会

見
留
☎

・
０
１
５
３

み

と
め

２４

●
う
た
ご
え
喫
茶
「
ね
が
い
」

２
月

日
（
日
）

午
後
１
時
～

２６

４
時
▽
大
門
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
▽

円
（
茶
菓
代
含
む
）
▽
青
梅
・

７００音
楽
を
愛
す
る
９
条
の
会

た

い
ら
緯

・
１
１
２
３
・
１
９

０９０

３
４
へ
申
し
込
み

●
あ
な
た
に
と
っ
て
原
発
は
イ

エ
ス

ノ
ー
？

２
月

日

or

２７

（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
▽
東

青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
原
発
の

再
稼
働
・
輸
出
・
事
故
処
理
・

廃
炉
費
用
を
考
え
る
▽
費
用
無

料
▽
直
接
会
場
へ
▽
ニ
ュ
ー
ス

を
語
る
会

増
子
緯

・
５
２

２３

０
７

●
青
梅
市
障
害
者
団
体
連
合
会

講
演
会

３
月
４
日
（
土
）

午

前

時
～
正
午
▽
福
祉
セ
ン
タ

１０
ー
▽
テ
ー
マ
「
僕
ら
は
逆
境
を

乗
り
越
え
夢
に
生
き
る
」
▽

（
株
）
仙
拓
代
表
取
締
役
社
長

佐
藤
仙
務
氏
講
師
▽
先
着

人

ひ
さ

む

６０

▽
費
用
無
料
▽
テ
レ
ビ
電
話
で

６
５
へ
申
し
込
み

●
親
子
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
音
楽
あ
そ
び
体
験
会

２

月

日
（
土
）

午
前

時

分

２５

１０

３０

～
正
午
▽
青
梅
市
障
が
い
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽
未
就
学
～

歳
ま
で
の
障
が
い
の
あ
る
児

１２童
と
養
育
者
▽
音
楽
療
法
士

山
根
紗
也
子
氏
指
導
▽
費
用
無

料
▽
障
害
の
程
度
不
問
、
音
楽

が
好
き
な
児
童
は
参
加
可
▽
初

め
て
の
方
は
同
セ
ン
タ
ー

小

向
☎

・
０
１
５
２
へ
申
し
込
み

３０

●
２
歳
児
ク
ラ
ス
体
験
保
育

３
月
５
日
（
日
）、
４
月
１
日

（
土
）

①
午
前
９
時

分
か
ら

３０

②

時

分
か
ら
▽
四
恩
幼
稚

１０

３０

園
▽
歌
、
手
遊
び
、
紙
芝
居
な
ど

▽
平
成

年
４
月
２
日
～

年

２６

２７

☆

催
し
（
子
ど
も
向
け
）

●
紙
芝
居

２
月

日（
日
）

１９

午
前

時
～

時
▽
新
町
市
民

１０

１１

セ
ン
タ
ー
▽
ゆ
め
み
こ
ぞ
う
、

ゆ
き
お
ん
な
▽
入
場
無
料
▽
直

接
会
場
へ
▽
青
梅
紙
芝
居
劇
団

小
割
緯

・
５
５
１
６

３１

●

英

語

体

験

２

月

日

２２

（
水
）、
３
月
１
日
（
水
）
午
前

時

分
～
正
午
▽
新
町
市
民

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
１
～
３
歳
児
の
親

子
▽
英
語
の
絵
本
、
歌
、
お
は

な
し
ご
っ
こ
遊
び
▽
田
上

郁

氏
指
導
▽
先
着
５
組
▽
１
回
５００

円
▽
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
ひ
ろ
ば

楢
島
緯

・
８
４
７
６
・
２
１

０９０

ຖि໦༵೔͸໷ؒ૭ޱͷ೔ ͢·Ͱ͝ར༻い͚ͨͩ·࣌̔ޙޕ● 市民課・保険年金課・高齢介護課・障がい者福祉課・子育て推進課・市民税課・収納課・資産税課
★

★
★ ★

★
★

★
★

★

防災行政無線が聞き取れなかった時は、電話応答０８００－８００－００６２（通話無料）をご利用ください ―防災課防災係―

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼眼眼眼眼眼眼 眼眼眼眼眼眼眼広告
官
公
署
だ
よ
り

●
八
王
子
都
税
事
務
所
緯

・
０４２

・
１
１
１
１
か
ら

☆
平
成

６４４
年
度
定
期
課
税
分
自
動
車
税

２９の
障
害
者
減
免
申
請
の
受
付
…

新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

交
付
を
受
け
た
方
、
減
免
申
請

が
済
ん
で
な
い
方
を
対
象
に
減

免
申
請
の
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
▽
５
月

日
ま
で
▽
詳

３１

細
は
都
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
緯

・
３
５
２
５
・
４
０

０３

６
６
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
☆
中
小
企
業
者
向
け
省
エ
ネ

促
進
税
制
…
都
で
は
、
中
小
企

業
が
行
う
省
エ
ネ
設
備
等
の
取

得
を
支
援
す
る
た
め
、
法
人
事

業
税
、
個
人
事
業
税
を
減
免
し

て
い
ま
す
▽
詳
細
は
都
主
税

局

http://w
w
w
.ta
x.m
et

ro.tokyo.jp/ka
zei/info/ka

ng
en-tokyo.htm

l

▽
同
事
務

所
事
業
税
課
法
人
事
業
税
班
緯

・

・
１
１
１
５
、
個
人
事

０４２

６４４

業
税
班
緯

・

・
１
１
１
４

０４２

６４４

HP

「「青梅市くらしのガイド」「青梅市くらしのガイド」をを
配布していま配布していますす

現在、「青梅市くらしのガイド」（２０１７―

２０１８）を各家庭に配

布しています。

３月になっても

届かない場合は、お

手数ですが、秘書広

報課広報係へご連

絡ください。

問い合わせ 秘書

広報課広報係
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日
時

２
月

日
（
日
）

午
前

２６

９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

収
納
課
収
納
管

理
係

市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

日
（
月
）
で
す
。

２０調

布

こ

と

ぶ

き

大

学

日
時
＝
２
月

日
（
水
）

午

２２

後
１
時

分
か
ら
▽
対
象
＝
市

３０

内
在
住
の

歳
以
上
の
方
▽
内

６０

容
＝
講
演
会
「
認
知
症
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
」
▽
講
師
＝
管
理
栄
養
士

高
水
秀
美
氏
▽
入
場
無
料
▽
直

接
会
場
へ

自

然

観

察

ハ

イ

キ

ン

グ

～
早
春
の
花
を
求
め
て御

岳
山
～

in

日
時
・
集
合
場
所
＝
３
月
２４

日
（
金
）

午
前

時

分
ケ
ー

１０

３０

ブ
ル
カ
ー
御
岳
山
駅
集
合
▽
対

象
＝
登
山
初
心
者
▽
コ
ー
ス
＝

富
士
峰
園
地
～
御
岳
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
～
長
尾
平
～
ロ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
※
降
雪
な
ど
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
に
よ
り
、
コ

ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
▽

内
容
＝
ハ
ナ
ネ
コ
ノ
メ
、
マ
ン

サ
ク
、
ス
ミ
レ
類
の
観
察
▽
講

師
＝
御
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

解
説
員
▽
定
員
＝
先
着

人
２５

（
予
約
制
）
▽
費
用
無
料
※
交
通

費
は
自
己
負
担
▽
服
装
・
持
ち

物
＝
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
慣
れ
た

登
山
靴
、
ザ
ッ
ク
、
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
、
手
袋
、
敷
物
、
筆

記
用
具
、
行
動
食
（
ア
メ
・
お

菓
子
な
ど
）
▽
申
し
込
み
＝
直

接
ま
た
は
電
話
で

長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
３
２
４
９

２２

沢
井
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
８
３
０
４

７８

２

月

の

納

期

日

曜

納

税

窓

口

東
青
梅
老
壮
大
学
新
入
生
募
集

活
動
日
程
＝
月
１
回

午
前

時
～

時

分
▽
会
場
＝
東

１０

１１

３０

青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

ほ
か
▽

対
象
＝

歳
以
上
※
東
青
梅
地

６０

区
外
在
住
の
方
も
可
▽
内
容
＝

講
座
、
研
修
旅
行
、
新
年
顔
合

わ
せ
会

ほ
か
▽
費
用
＝
年
額

２
千

円
※
研
修
旅
行
代
、
新

５００

年
顔
合
わ
せ
会
代
は
別
途
▽
申

し
込
み
＝
東
青
梅
市
民
セ
ン
タ

ー
に
設
置
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
費
用
を
添
え
て
窓
口
で

中
央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お

は

な

し

会

日
時
＝
２
月

日（
土
）

午
前

２５

時
～

時

分
▽
会
場
＝
お

１１

１１

４０

は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
４
歳

以
上
▽
内
容
＝
日
本
と
外
国
の

お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
▽
定
員
＝
先
着

人
程
度

３０

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会
場
へ

春
の
午
後
に
は
図
書
館
へ

～
手
話
で
楽
し
む

お
は
な
し
と
映
画
～

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
宮
沢
賢

治
の
世
界
と
、
実
話
を
元
に
し

た
映
画
「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
大
人
も
子
ど

も
も
皆
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

日
時
＝
３
月
４
日
（
土
）

午

後
１
時

分
～
４
時
※
１
時

３０

１５

分
開
場
▽
会
場
＝
多
目
的
室
▽

内
容
＝
お
は
な
し
「
注
文
の
多

い
料
理
店
」
※
手
話
通
訳
付
き
、

東
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
８
１
１
０

２４

中
央
図
書
館

緯

・
６
５
４
３

２２

映
画
「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」
※

字
幕
付
き
（
上
映
時
間
約

分
１０９

／
２
０
０
８
年
制
作
／
主
演

妻
夫
木

聡
）
▽
定
員
＝
先
着

人
程
度
▽
入
場
無
料
▽
共
催

６０＝
青
梅
の
図
書
館
を
考
え
る
会

▽
直
接
会
場
へ

お
は
な
し
会
「
絵
本
の
森
」

日
時
＝
３
月
３
日
（
金
）

午

前

時

分
～

時

分
▽
会

１０

３０

１１

１０

場
＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象

＝
２
～
４
歳
児
と
保
護
者
▽
内

容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
な
ど
▽
定
員
＝
先
着

組
１５

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ

絵

本

の

読

み

手

を

募

集

３
月

日
に
図
書
館
で
行
わ

２０

れ
る
イ
ベ
ン
ト
内
の
お
は
な
し

会
で
、
絵
本
を
読
む
お
子
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。
１
人
で
も
、

お
友
だ
ち
数
人
と
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時
＝
３
月

日
（
祝
）

午

２０

後
３
時
～
３
時

分
▽
会
場
＝

４５

多
目
的
室
▽
対
象
＝
５
歳
～
中

学
生
▽
定
員
＝
先
着
５
組
※
グ

ル
ー
プ
参
加
の
場
合
１
組
５
人

ま
で
▽
費
用
無
料
▽
申
し
込
み

＝
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
…
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
８
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
８
期

介

護

保

険

料

…

８

期

市
民
セ
ン
タ
ー

春春 の 訪 れ を 感 じ ら れ る 写春 の 訪 れ を 感 じ ら れ る 写 真真

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応 募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募 作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作 品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品応 募 作 品 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか らららららららららららららららららららららら

多くの方からたくさんのご応募

をいただきありがとうございまし

た。紙面の都合上、すべての作品

をご紹介することができませんで

したが、どれも撮られた方のお気

持ちがうかがえる素晴らしい作品

でした。

「
花
ざ
か
り
」

田
中

彰
さ
ん
（
河
辺
町
９
丁
目
）

「
春
の
青
梅
路
」

谷

重
治
さ
ん
（
柚
木
町
１
丁
目
）

「
香
り
の
安
ら
ぎ
（
花
桃
）」

中
山
誠
治
さ
ん
（
師
岡
町
１
丁
目
）

「
旧
家
の
節
句
」

海
老
原
郁
夫
さ
ん
（
根
ヶ
布
１
丁
目
）

「
春
の
山
寺
」

加
藤
光
一
さ
ん
（
富
岡
２
丁
目
）

「
春
光
」

福
島
正
巳
さ
ん
（
野
上
町
３
丁
目
）

春春

の

足

音

を

感

じ

て

春

の

足

音

を

感

じ

て

……
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